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令
和
５
年
度
は
、
市
長
３
期
目
の

３
年
目
に
入
る
折
り
返
し
の
年
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
振
り
返
り
、

市
の
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
令
和
５

年
度
の
施
政
方
針
を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て

　
　
雇
用
を
つ
く
る
ま
ち

水
産
業
の
振
興

令
和
５
年
度
の
施
政
方
針

令
和
５
年
度
の
施
政
方
針

取
組
の
振
り
返
り
と

取
組
の
振
り
返
り
と

本
市
の
現
状

本
市
の
現
状

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

こ
の
３
年
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
へ
の
対
応
に
全
力
で
取
り
組
み

ま
し
た
。
市
民
の
生
活
や
事
業
者
を

守
る
た
め
、
市
独
自
に
、
12
弾
に
わ

た
る
支
援
策
を
実
施
し
ま
し
た
。
総

事
業
費
は
３
年
間
で
約
55
億
円
と
な

り
、
大
半
を
国
の
交
付
金
な
ど
で
賄

い
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、
医
師
会
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
集
団
接
種
も
併
用
し
、
ス
ピ
ー

ド
最
優
先
で
対
応
し
ま
し
た
。
最
も

新
し
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
は
、
１
月
末
時
点
で

③
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

令
和
３
年
４
月
か
ら
、
そ
れ
ま
で

の
自
治
区
制
度
に
代
わ
り
、「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
地
区
ま
ち
づ
く
り

①
地
元
船
団
の
確
保
・
維
持

浜
田
漁
港
周
辺
で
は
、
令
和
３
年

７
月
に
「
は
ま
だ
お
魚
市
場
」
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
本
年
３

月
に
は
、
高
度
衛
生
管
理
型
４
号
荷

さ
ば
き
所
が
完
成
し
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
浜
田
漁
港
の
水

揚
げ
は
、
全
国
的
な
水
産
資
源
の
減

少
に
加
え
、
底
び
き
網
船
２
ヶ
統
の

廃
業
、
ま
き
網
船
１
ヶ
統
の
水
難
事

故
に
よ
る
休
業
な
ど
も
あ
り
、
令
和
４

年
に
は
約
35
億
円
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

久
保
田
章
市
市
長
は
、
令
和
５
年
３
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
議
の
開

久
保
田
章
市
市
長
は
、
令
和
５
年
３
月
浜
田
市
議
会
定
例
会
議
の
開

会
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

会
に
あ
た
り
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
み
た
い

住
み
た
い　　
住
ん
で
よ
か
っ
た

住
ん
で
よ
か
っ
た　　
魅
力
い
っ
ぱ
い

魅
力
い
っ
ぱ
い　　
元
気
な
浜
田

元
気
な
浜
田　
　
～

　
　
～　　
豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち

豊
か
な
自
然
、
温
か
い
人
情
、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち　　
～～

令
和
令
和
５５
年
度
年
度

施
政
方
針

施
政
方
針

３月に完成した高度衛生管理型４号荷さばき所

12
歳
以
上
で
２
回
目
接
種
者
の
内
、

61
．
９
％
の
接
種
が
完
了
し
て
い

ま
す
。
人
口
比
で
も
、
50
．
４
％
が

接
種
さ
れ
、
県
内
８
市
で
も
上
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
財
政
状
況

市
の
財
政
状
況

で
き
る
だ
け
国
な
ど
の
支
援
を
受

け
て
財
源
を
確
保
し
、
必
要
な
事
業

を
し
っ
か
り
行
う
、
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
財
政
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

本
市
で
は
こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
、
高
度
衛
生
管
理
型
荷
さ
ば

き
所
の
整
備
な
ど
大
型
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
財
源
の
大
半
を
国

か
ら
の
交
付
金
な
ど
で
賄
い
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
再
配
置
を
は
じ
め
様
々

な
行
財
政
改
革
に
も
取
り
組
み
、
ふ

る
さ
と
寄
附
で
は
、
毎
年
、
中
国
5

県
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
寄
附
を
集
め
、

一
般
財
源
で
は
賄
え
な
い
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
財
政
運
営
の
結
果
、
本

市
の
財
政
状
況
は
、
県
内
8
市
の
中

で
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
ま
す
。

続
い
て
、
令
和
５
年
度
の
財
政
運

営
で
留
意
す
べ
き
３
点
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

１
点
目
は
、
令
和
３
年
４
月
施
行

の
新
過
疎
法
に
お
い
て
、本
市
が「
み

な
し
過
疎
地
域
」
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
島
根
県
と
一
緒
に
国
な
ど

へ
陳
情
し
た
結
果
、
実
質
負
担
３
割

と
い
う
有
利
な
過
疎
債
が
、
新
過
疎

法
施
行
10
年
間
、
活
用
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

２
点
目
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

の
残
高
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
市
長
就
任
以
来
、
ふ
る
さ
と

寄
附
の
推
進
に
力
を
入
れ
、
寄
附
額

は
こ
の
９
年
強
で
累
計
約
１
２
２
億

円
に
な
り
ま
し
た
。
返
礼
品
代
や
事

務
費
を
除
く
約
5
割
が
市
で
使
え
る

お
金
で
、
寄
附
者
の
ご
意
向
に
沿
っ

た
使
途
に
使
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
全
部
を
使
っ
た
訳
で
は
な
く
、

令
和
４
年
度
末
の
基
金
残
高
は
約
25

億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

３
点
目
は
、
中
国
電
力
三
隅
発
電

所
２
号
機
に
伴
う
固
定
資
産
税
の
増

加
で
す
。
２
号
機
は
昨
年
11
月
に
営

業
運
転
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

５
年
度
の
固
定
資
産
税
は
約
17
億
円

の
増
収
と
見
込
ん
で
お
り
、
交
付
税

調
整
が
行
わ
れ
て
も
、
実
質
４
億
円

強
の
増
収
と
な
る
見
込
み
で
す
。

令
和
５
年
度
以
降
は
、
こ
う
し
た

市
の
財
政
状
況
も
考
慮
し
、
必
要
性

と
優
先
順
位
を
考
え
て
、
取
り
組
み

ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
の
振
り
返
り
と
現
状
、
第
２
次
浜

田
市
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

を
踏
ま
え
、
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

最
初
に
、
令
和
4
年
度
か
ら
力
を

入
れ
て
い
る
3
点
に
つ
い
て
申
し
上

げ
ま
す
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
対
応

国
は
、
感
染
症
法
上
5
類
へ
の
引

き
下
げ
を
予
定
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、
国
の
方
針
に
従
っ
て
対
応
し
ま

す
。
必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て
、
国

や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

②
若
者
対
策

令
和
５
年
度
は
、「
地
域
の
日
」

の
意
見
を
踏
ま
え
、
新
た
に
「
若
者

支
援
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
し
、
若
者

向
け
支
援
を
充
実
し
ま
す
。「
若
者

支
援
フ
ァ
ン
ド
」
は
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

で
新
た
に
浜
田
市
に
住
む
若
者
だ
け

で
は
な
く
、
従
来
か
ら
浜
田
に
住
む

若
者
も
対
象
と
し
、
若
者
の
起
業
や
、

住
宅
取
得
な
ど
に
対
し
て
支
援
を
行

う
も
の
で
す
。
ふ
る
さ
と
寄
附
を
財

源
に
３
年
間
で
１
億
５
千
万
円
の
事

業
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

子
育
て
世
代
か
ら
の
「
子
ど
も
が

遊
べ
る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
」
と
の
意

見
に
対
し
て
は
、
既
存
の
公
園
の
配

置
状
況
な
ど
を
整
理
し
、
必
要
な
遊

び
場
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

国
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
制

②
若
者
対
策

令
和
４
年
度
、
特
に
力
を
入
れ
た

施
策
の
一
つ
が「
若
者
対
策
」で
し
た
。

「
若
者
の
出
会
い
・
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
」
を
ト
ー
タ
ル
で
応
援
す
る

た
め
、結
婚
新
生
活
応
援
金
、赤
ち
ゃ

ん
誕
生
応
援
金
、
子
ど
も
医
療
費
の

18
歳
に
な
っ
た
年
の
年
度
末
ま
で
の

助
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
若
い
皆
さ

ん
、
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
に
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
出
生
数
は
、
全
国
的
な

傾
向
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も

あ
り
更
に
減
少
し
、
令
和
４
年
度
は

過
去
最
低
の
２
８
０
人
程
度
ま
で
減

る
見
込
み
で
す
。

昨
年
７
月
に
は
、
市
内
５
か
所
で

「
地
域
の
日
」
を
開
催
し
、「
若
者

が
暮
ら
し
た
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
若
者
や
子
育
て
世
代
の

ご
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。「
若
者
向

け
に
手
厚
い
支
援
を
し
て
ほ
し
い
」、

「
交
流
の
場
が
欲
し
い
」、「
子
ど
も

が
遊
べ
る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

「
地
域
の
日
」
で
の
意
見
も
踏
ま

え
、
更
な
る
「
若
者
対
策
」
に
取
り

組
み
ま
す
。

中国電力三隅発電所
( １号機、２号機)

金城地域の日

昨
年
11
月
の
「
地
域
の
日
」
で
も
、

水
産
卸
事
業
者
か
ら
、「
こ
れ
以
上
、

生
産
者
を
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
」
と

の
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

水
揚
げ
減
少
は
、
水
産
卸
事
業
者

や
加
工
業
者
に
も
影
響
し
、
水
産
品

が
返
礼
品
の
６
割
を
占
め
る
「
ふ
る

さ
と
寄
附
」
に
も
影
響
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
地
元
船
団
の
確

保
・
維
持
に
最
優
先
で
取
り
組
み
ま
す
。

ま
ず
は
、
現
在
1
ヶ
統
し
か
な
い
、

ま
き
網
船
の
2
ヶ
統
目
の
確
保
の
た

め
、
市
内
外
の
事
業
者
に
、
事
業
開

始
を
働
き
か
け
ま
す
。
事
業
開
始
に

は
多
額
の
投
資
や
船
員
確
保
が
必
要

で
す
が
、
国
や
県
、
Ｊ
Ｆ
の
支
援
も

得
な
が
ら
、
し
っ
か
り
支
援
し
ま
す
。

底
び
き
網
船
に
つ
い
て
は
、
新
船

建
造
を
支
援
し
ま
す
。
リ
シ
ッ
プ
事

業
か
ら
約
10
年
が
経
ち
、
底
び
き
網

船
の
多
く
が
船
齢
35
年
以
上
と
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
新
船
建
造

に
は
多
額
の
投
資
が
必
要
で
す
が
、

国
や
県
の
支
援
も
得
な
が
ら
、
市
も

し
っ
か
り
支
援
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
初
め
に
は
、
各
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
な
ど
を
計

画
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

と
な
り
、
思
う
よ
う
な
活
動
が
で
き

な
か
っ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
中
に
あ
っ
て
、
秋
以
降
は
各
地

域
で
感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
工
夫

度
を
活
用
し
、産
業
、文
化
、ス
ポ
ー

ツ
分
野
な
ど
で
活
躍
す
る
若
者
の
移

住
・
定
住
に
つ
な
げ
ま
す
。

③
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

引
き
続
き
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
や
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
連
携
し
、
地
区
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
の
設
立
を
支
援
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
は
未
だ
見
通

せ
ま
せ
ん
が
、
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
つ
つ
、
可
能
な
限
り
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
市
が
人

的
・
財
政
的
支
援
を
行
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
が
ス
タ
ー
ト
し
て
3
年
目
に
当
た

る
た
め
、
浜
田
市
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
の
評
価
・
検
証
を
行
い
、
そ
の

後
の
推
進
に
活い

か
し
ま
す
。

山陰浜田港秋のわくわくマルシェ 弥栄産業まつり

推
進
委
員
会
の
設
立
や
設
立
に
向
け

た
話
し
合
い
が
進
み
、
１
月
末
時
点

で
37
団
体
、
組
織
率
は
80
．
５
％
と

な
り
ま
し
た
。

を
し
て
、
３
年
ぶ
り
に
産
業
祭
を
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。
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昨
年
、
１
月
に
病
児
保
育
事
業
を

再
開
し
、
４
月
に
は
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
く
す
く
」
を

整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従
業
員
の

「
出
会
い
・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
」

を
企
業
に
も
支
援
し
て
い
た
だ
く
た

め
、「
応
援
事
業
所
認
定
制
度
」
を

創
設
し
、
こ
れ
ま
で
認
定
し
た
６
社

が
更
に
増
加
す
る
よ
う
、
取
り
組
み

ま
す
。

昨
年
７
月
か
ら
８
月
に
、
浜
田
郷

土
資
料
館
の
施
設
見
学
会
を
行
い
ま

し
た
。
見
学
に
来
ら
れ
た
方
の
約
９

割
か
ら
「
施
設
整
備
は
必
要
」
と
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

意
見
を
い
た
だ
い
た
方
の
多
く
は

高
齢
の
方
で
、
若
い
方
の
意
見
が
少

な
か
っ
た
た
め
、
小
中
学
生
の
親
子

を
対
象
と
し
た
施
設
見
学
会
を
２
月

に
開
催
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
ふ

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
環
境
づ
く
り

浜
田
郷
土
資
料
館
の

建
替
え
整
備
方
針
の
策
定

3
夢
を
持
ち
郷
土
を

　
愛
す
る
人
を
育
む
ま
ち

政
府
の
「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
踏
ま
え
、

昨
年
４
月
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
推
進
室
を
設
置
し
、
８
月
に
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
本
部
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
に
は
、

「
浜
田
市
２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
表
明
」
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
①
市
民
と
共
に
学
ぶ

環
境
づ
く
り
、
②
地
域
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
支
援
、
③
公
共
施

設
へ
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
３
つ
の
事
業
を
柱
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
5
年
度
は
、
浜
田
市
全
体
の

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
推
進
す

る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
公
共
施
設

へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の
導
入

調
査
、
地
域
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
可
能
性
調
査
や
市
民
・

事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

を
行
い
な
が
ら
、
今
後
の
方
向
性
や

具
体
的
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
推
進

山
陰
道
の
三
隅
益
田
道
路
は
令
和

７
年
度
中
に
開
通
予
定
で
す
。
浜
田

道
４
車
線
化
は
、昨
年
３
月
、大
朝・

旭
イ
ン
タ
ー
間
の
事
業
化
が
決
定
さ

れ
、
今
後
、
国
や
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日

本
に
早
期
事
業
完
成
を
働
き
か
け
ま

す
。通

学
路
の
安
全
対
策
は
、「
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
」
を
財
源
に
令
和
２

年
度
か
ら
3
年
間
、
集
中
期
間
と
し

て
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
の
事
業
を

更
に
２
年
間
延
長
し
て
、
令
和
4
年

度
に
新
設
さ
れ
た
国
の
補
助
も
活
用

し
、
令
和
6
年
度
ま
で
に
集
中
整
備

を
行
い
ま
す
。

君
市
踏
切
の
移
設
・
南
北
道
路
整

備
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
Ｊ
Ｒ
施
設

工
事
を
開
始
し
、
令
和
6
年
度
末
の

供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
道
な
ど
の
機
能
維
持
と
安
全
面

の
対
策
は
、
浜
田
市
公
共
施
設
長
寿

命
化
等
推
進
基
金
を
財
源
に
、
道
路

修
繕
や
橋
梁
改
修
な
ど
を
計
画
的
に

実
施
し
ま
す
。

道
路
整
備

５
生
活
基
盤
が
整
っ
た

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

４
自
然
環
境
を
守
り

活
か
す
ま
ち

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉

の
充
実

２
健
康
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活

が
で
き
、
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら

せ
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、
生
活
支

援
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
包
括

ケ
ア
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
浜
田
市
基

幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、支
援
に
努
め
ま
す
。

該
当
す
る
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
に
無
料
交
付
し
て
い
る
敬
老
福

祉
乗
車
券
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
購

入
も
可
能
な
制
度
に
拡
充
し
て
お
り
、

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

②
養
殖
事
業
の
可
能
性
の
調
査
・
研
究

令
和
２
年
４
月
か
ら
陸
上
養
殖
の

共
同
研
究
を
進
め
て
い
た
大
手
水
産

会
社
か
ら
、
地
下
海
水
温
の
高
さ
に

加
え
、
養
殖
事
業
が
再
建
中
で
あ
る

こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
共
同
研
究

の
解
除
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
年
４
月
に
新
た
な
協

定
書
を
締
結
し
、
浜
田
漁
港
周
辺
で
、

海
面
を
含
め
た
養
殖
事
業
の
可
能
性

の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

養
殖
事
業
は
、
将
来
の
水
産
業
の

柱
と
な
り
う
る
事
業
で
す
。
大
手
水

産
会
社
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
調
査

研
究
し
ま
す
。

農
業
で
は
、
有
機
農
業
の
推
進
に

力
を
入
れ
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
市
の
振
興
作
物
に

有
機
野
菜
を
加
え
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
有
機

野
菜
、
有
機
米
の
生
産
者
グ
ル
ー
プ

が
有
機
農
業
に
取
り
組
ま
れ
る
中
、

昨
年
12
月
に
は
、
有
機
野
菜
の
産
地

づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
、
島
根
県

と
Ｊ
Ａ
、
楽
天
農
業
、
石
見
９
市
町

と
の
間
で
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

本
年
４
月
に
は
、
国
が
推
進
す
る

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」

を
県
内
の
自
治
体
で
初
め
て
行
う
予

定
で
す
。
地
元
有
機
農
産
物
の
消
費

拡
大
や
食
育
な
ど
の
取
組
を
進
め
る

た
め
、
学
校
給
食
で
有
機
野
菜
・
有

農
林
業
の
振
興

①　
石
見
神
楽
の
都
内
神
社
で
の

　
公
演
に
よ
る
認
知
度
向
上

昨
年
７
月
の
石
見
神
楽
国
立
劇
場

公
演
は
、
２
千
人
を
超
え
る
方
に
ご

覧
い
た
だ
き
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
石
見
神
楽
の
認
知

度
は
全
国
的
に
は
、
ま
だ
低
く
首
都

圏
の
住
民
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
で
は
、

そ
の
認
知
度
は
９
％
程
度
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
令
和
5
年
度
は
、
８

月
開
催
の
江
戸
3
大
祭
り
の
一
つ
と

い
わ
れ
る
「
深
川
祭
り
」
で
、
石
見

神
楽
の
公
演
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

石
見
神
楽
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
、
神
楽

の
本
場
浜
田
市
へ
の
お
越
し
を
呼
び

か
け
ま
す
。

観
光
の
推
進

②　

(

仮
称)

石
見
神
楽
伝
承
館
の

　
設
置
検
討

本
市
に
は
、
50
を
超
え
る
神
楽
団

体
が
あ
り
、
衣
裳
や
石
州
和
紙
を
用

い
た
神
楽
面
、
提
灯
型
の
蛇
胴
な
ど

神
楽
産
業
の
工
房
も
多
く
あ
り
ま
す
。

石
見
神
楽
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
本
市
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
以
降
、
石
見

の
他
市
町
も
神
楽
振
興
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

本
市
が
石
見
神
楽
の
本
場
で
あ
る

こ
と
を
国
内
外
に
発
信
し
、
神
楽

フ
ァ
ン
に
訪
れ
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
施
設
が
必
要

で
す
。
神
楽
の
歴
史
紹
介
や
伝
統
の

神
楽
衣
裳
、
神
楽
面
、
蛇
胴
な
ど
を

展
示
し
、神
楽
上
演
も
で
き
る
「(

仮

称)

石
見
神
楽
伝
承
館
」
の
設
置
検

討
に
着
手
し
ま
す
。

そ
の
他

　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
事
業
者
の

支
援
、
Ｂ
Ｕ
Ｙ
浜
田
運
動
や
ふ
る
さ

エ
キ
ス
パ
ー
ト
指
導
者

招
聘
事
業

ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
な
ど
で
は
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
は
、
指
導
者
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
な
ど

の
分
野
で
著
名
な
指
導
者
を
招
へ
い

し
、「
指
導
者
の
指
導
」
や
小
中
学

生
の
実
技
指
導
も
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
ず
は
本
年
4
月
、
浜
田
市
出
身

で
野
球
の
全
日
本
代
表
、
侍
ジ
ャ
パ

ン
の
コ
ー
チ
を
招
へ
い
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

そ
の
他

令
和
５
年
度
に
は
、
公
立
幼
稚
園

を
統
合
し
浜
田
幼
稚
園
と
す
る
と
と

も
に
、
美
川
小
学
校
の
建
替
え
に
着

手
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
学
力
向
上
、
ふ
る
さ

と
郷
育
の
推
進
、
市
内
高
校
の
魅
力

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

有機野菜の産地づくりに関する連携協定
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すくすく「子どもまつり」

浜田市２０５０年ゼロカーボンシティ
ロゴマーク

国
は
、「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
」
を
掲
げ
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
現
在
、
高
速
情
報
通

信
基
盤
整
備
で
あ
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
回
線
の
光
化
に
、
民
間
事
業
者
と

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨

年
3
月
に
幹
線
工
事
が
完
了
し
、
4

月
に
は
三
隅
・
浜
田
地
域
の
宅
内
工

事
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
令
和
５

年
度
か
ら
は
他
地
域
の
工
事
に
も
取

り
組
み
、
令
和
７
年
度
中
は
市
内
全

地
域
の
宅
内
工
事
が
完
了
予
定
で
す
。

行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
つ

い
て
は
、
国
が
推
進
す
る
電
子
申
請

を
利
用
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
転
入
転

出
や
子
育
て
、
介
護
関
係
の
オ
ン
ラ

イ
ン
化
に
加
え
、
更
に
手
続
き
を
拡

充
し
、
将
来
目
標
で
あ
る
「
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
行
政
手
続
き
」
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
情
報
化
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
推
進

機
米
を
提
供
し
ま
す
。

林
業
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
、
公
共
施
設
へ
の
市
産
材
活

用
や
木
育
の
推
進
な
ど
、
森
林
資
源

の
有
効
活
用
に
よ
り
、
地
域
林
業
の

活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

不
妊
治
療
は
、
昨
年
４
月
か
ら
、

健
康
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

自
己
負
担
も
あ
り
、
保
険
で
カ
バ
ー

さ
れ
な
い
治
療
も
あ
る
た
め
、
治
療

を
受
け
る
方
の
負
担
軽
減
を
目
的
に

市
独
自
の
上
乗
せ
支
援
を
行
い
、
大

変
好
評
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、
不
妊
に
悩
ま
れ
る
ご
家
庭
を

支
援
し
ま
す
。

三
桜
酒
造
跡
地
に
つ
い
て
は
、
昨

年
８
月
に
地
権
者
か
ら
市
に
売
却
の

意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
、

地
権
者
か
ら
市
が
提
示
し
た
不
動
産

鑑
定
価
格
で
の
売
却
を
承
諾
す
る
旨

の
連
絡
が
あ
っ
た
た
め
、
浜
田
市
土

地
開
発
公
社
に
取
得
を
依
頼
し
ま
し

た
。
令
和
5
年
度
に
は
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
も
伺
い
、
公
共
施
設
と
し
て
の

活
用
を
検
討
し
ま
す
。

駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
本
市
の

交
付
率
は
、１
月
末
現
在
、70
．
６
％

と
な
っ
て
お
り
、
県
内
８
市
の
ト
ッ

プ
で
、
令
和
5
年
度
も
引
き
続
き
、

カ
ー
ド
の
普
及
促
進
に
力
を
入
れ
ま
す
。

マイナンバー申請サポートカー
による出張申請

と
寄
附
に
よ
る
商
工
業
の
振
興
、
国

際
貿
易
港
浜
田
港
の
利
用
促
進
、
企

業
立
地
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

る
さ
と
の
歴
史
を
探
究
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
高
校
生
や
、

若
い
方
の
意
見
も
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
ず
は
郷
土
資
料
館
の
現
状
を

知
っ
て
い
た
だ
く
取
組
を
行
い
、
そ

の
後
、
市
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

郷
土
資
料
館
の
建
替
え
整
備
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浜
田
駅
周
辺
を
含
む
浜
田
処
理
区

に
つ
い
て
、
令
和
８
年
度
の
処
理
場

稼
働
を
目
指
し
、
設
計
施
工
の
公
民

連
携
に
よ
り
事
業
を
進
め
ま
す
。

令
和
５
年
度
に
は
、
管
路
工
事
の

設
計
業
務
を
行
い
、
順
次
工
事
に
着

手
し
、
令
和
９
年
度
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

処
理
場
は
浜
田
川
河
口
の
松
原
町

に
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、
周
辺
土

地
の
有
効
活
用
も
検
討
し
ま
す
。

下
水
道
整
備
事
業
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令
和
３
年
度
か
ら
始
め
た
「
あ
い

の
り
タ
ク
シ
ー
等
運
行
支
援
事
業
」

の
推
進
、「
敬
老
福
祉
乗
車
券
交
付

事
業
」
の
継
続
実
施
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

買
物
や
通
院
な
ど
で
ご
不
便
を
感

じ
る
高
齢
者
な
ど
に
利
便
性
が
高
く
、

よ
り
有
効
な
移
動
手
段
の
確
保
に
向

け
、
地
域
公
共
交
通
施
策
の
総
合
的

な
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

地
方
鉄
道
の
維
持
・
活
性
化
の
た

め
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
島
根
県
、
沿
線

自
治
体
と
連
携
し
、
利
用
促
進
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、

積
極
的
に
Ｊ
Ｒ
を
利
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
交
通
の
充
実

６
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

令
和
３
年
８
月
豪
雨
で
被
災
し
た

周
布
橋
の
架
け
替
え
工
事
を
進
め
て

お
り
、
昨
年
３
月
に
は
仮
設
歩
道
橋

を
設
置
し
ま
し
た
。
新
た
な
周
布
橋

は
、
令
和
５
年
度
か
ら
本
体
工
事
に

着
手
し
、
令
和
６
年
度
末
の
供
用
開

始
を
目
指
し
ま
す
。

周
布
橋
の
架
け
替
え
工
事

周
布
川
は
、
こ
の
6
年
間
に
3
回

も
避
難
指
示
等
を
発
令
し
、
そ
の
度

周
布
川
西
側
へ
の

新
避
難
所
の
設
置

現
在
使
用
し
て
い
る
防
災
行
政
無

線
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

災
害
時
に
必
要
な
防
災
情
報
を
速
や

か
に
、
確
実
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
次
期
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和

７
年
度
の
完
了
を
目
指
し
て
進
め
ま
す
。

防
災
防
犯
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン
な
ど

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
、

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
て
、
重
要
な

防
災
情
報
を
速
や
か
に
、
分
か
り
や

す
く
伝
達
し
ま
す
。

防
災
情
報
の
伝
達

そ
の
他

　
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
か
っ
た

防
災
出
前
講
座
や
、
消
火
訓
練
の
再

開
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
再
び

増
加
し
て
い
る
米
軍
機
騒
音
問
題
に

対
し
、
島
根
県
や
関
係
市
町
と
一
緒

に
外
務
省
・
防
衛
省
に
飛
行
訓
練
中

止
の
申
し
入
れ
を
行
う
と
と
も
に
、

必
要
な
防
音
設
備
の
整
備
を
国
、
県

と
と
も
に
進
め
ま
す
。

７
協
働
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち

「
地
域
の
日
」
で
の
「
交
流
の
場

が
欲
し
い
」
と
の
意
見
に
対
し
て
は
、

浜
田
商
工
会
議
所
が
取
得
し
た
旧
福

屋
ビ
ル
１
階
を
整
備
し
ま
す
。
産
・

学
・
官
・
民
が
連
携
し
、
市
内
で
活

動
す
る
団
体
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

や
会
員
募
集
の
紹
介
な
ど
、
若
者
か

ら
高
齢
者
ま
で
世
代
を
超
え
た
市
民

交
流
の
場
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
中
間

支
援
組
織
と
共
に
ま
ち
な
か
の
賑
わ

い
創
出
に
取
り
組
む
ほ
か
、
島
根
県

立
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

と
し
て
ゼ
ミ
活
動
や
市
民
講
座
へ
の

活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

(

仮
称)

ま
ち
な
か

交
流
プ
ラ
ザ
の
整
備

地
元
要
望
も
あ
り
、
キ
ヌ
ヤ
長
沢

店
の
土
地
の
一
部
を
購
入
し
整
備
す

(

仮
称)

長
沢
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

の
整
備

島
根
県
立
大
学
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
令
和
３
年
４
月
の
学
部
再
編
で
、

新
た
に
国
際
関
係
学
部
と
地
域
政
策

学
部
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
島
根
県

立
大
学
は
、
常
時
約
千
人
の
学
生
が

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、「
大

学
の
あ
る
ま
ち
」
と
し
て
市
の
ス

テ
ー
タ
ス
を
高
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
共
同
研
究
、
学
生
の

研
究
奨
励
金
等
の
給
付
、
浜
田
を
元

気
に
す
る
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
、

新
入
生
の
浜
田
探
索
ツ
ア
ー
な
ど
を

支
援
し
て
お
り
、
引
き
続
き
教
員
や

学
生
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
と
の
連
携

令
和
３
年
度
改
定
の
「
浜
田
市
人

権
教
育
・
啓
発
推
進
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

人
権
教
育
・
啓
発
を
行
い
、
一
人
ひ

と
り
の
個
性
や
違
い
な
ど
を
認
め
合

い
、
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

人
権
尊
重
の
理
念
の
普
及
と
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
推
進
す

る
た
め
、「
（
仮
称
）
浜
田
市
人
権

を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を

令
和
５
年
度
の
早
い
時
期
に
制
定
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

そ
の
他

定
住
促
進
に
関
し
て
は
、
引
き
続

き
、
き
め
細
や
か
な
相
談
対
応
や
、

空
き
家
の
有
効
活
用
、
関
係
人
口
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進
で
は
、「
浜

田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
誰

も
が
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

各
地
域
で
力
を
入
れ
る
こ
と

各
地
域
で
力
を
入
れ
る
こ
と

美
又
温
泉
に
「
外
湯
を
兼
ね
た
日

帰
り
温
泉
施
設
」
の
整
備
を
検
討
し

ま
す
。

金
城

山
ノ
内
梨
園
の
今
後
の
活
用
の
方

向
性
を
再
検
討
し
ま
す
。

旭

美又温泉国民保養センター

ふ
る
さ
と
体
験
村
の
再
開
に
取
り

組
み
ま
す
。

ふ
る
さ
と
体
験
村
は
、
平
成
30
年

10
月
か
ら
休
業
状
態
に
あ
り
ま
す
。

弥
栄

山
ノ
内
梨
園
は
、
赤
梨
栽
培
を
目

的
に
、
昭
和
60
年
か
ら
平
成
８
年
に
、

30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
団
地
を
造
成
し
ま

し
た
。
赤
梨
の
出
荷
額
は
、
ピ
ー
ク

の
平
成
20
年
に
は
約
１
億
３
千
２
百

万
円
に
達
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

後
継
者
不
在
な
ど
の
理
由
で
、
７
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
空
き
農
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。
担
い
手
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
空
き
農
地
は
更
に
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

同
梨
園
は
、
農
地
と
し
て
整
備
さ

れ
た
ま
と
ま
り
の
あ
る
団
地
で
す
。

令
和
5
年
度
に
は
、
島
根
県
、
Ｊ
Ａ
、

生
産
者
な
ど
の
関
係
機
関
と
検
討
会

を
立
ち
上
げ
、
空
き
農
地
で
の
栽
培

作
物
な
ど
の
方
向
性
を
検
討
し
ま
す
。

山ノ内梨園　収穫体験の様子

ふるさと体験村モニターツアー

島根県立大学
浜田を元気にするアイデアコンテスト

美
又
温
泉
は
、
昔
か
ら
「
美
肌
の

湯
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

温
泉
総
選
挙
２
０
２
１
「
う
る
肌
」

部
門
で
全
国
第
一
位
を
獲
得
し
ま
し

た
。
美
又
温
泉
は
、
泉
質
の
良
さ
を

一
番
の
売
り
に
誘
客
を
図
る
べ
き
で

す
が
、
各
温
泉
旅
館
で
浴
室
を
整
備

す
る
と
な
る
と
、
ス
ペ
ー
ス
的
に
も

資
金
的
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー
も

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
浴
室
を
含

め
た
建
替
え
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
温
泉
総
選
挙
で
上
位
に

な
っ
た
こ
の
機
会
に
、
美
又
温
泉
国

民
保
養
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
温
泉
旅

館
の
「
外
湯
」
を
兼
ね
た
「
日
帰
り

入
浴
施
設
」
の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

こ
の
度
、
地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体
で

あ
る
「
弥
栄
の
み
ら
い
創
造
会
議
」

が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
す
る
こ

と
に
な
り
、
本
年
4
月
の
再
開
に
向

け
た
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

再
開
後
の
ふ
る
さ
と
体
験
村
の
想

定
す
る
利
用
者
の
一
つ
は
、
広
島
方

面
の
方
々
で
す
。
今
後
、
広
島
事
務

所
を
通
じ
て
合
宿
や
企
業
研
修
な
ど

の
Ｐ
Ｒ
及
び
誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
市
内
小
中
学
校
と
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
や
親
子
を
対
象
と
し
た

体
験
学
習
の
利
用
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
島
根
県
立
大
学
に
対
し

て
も
、
農
山
村
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

な
ど
の
受
入
に
よ
り
、
新
た
な
活
用

策
を
提
案
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ

島
根
（
リ
ハ
カ
レ
）
の
再
建
に
取
り

組
み
ま
す
。

こ
こ
10
年
間
、
全
国
的
に
リ
ハ
ビ

リ
系
の
大
学
・
専
門
学
校
が
増
加
し
、

三
隅

そ
の
一
方
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

学
生
の
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

リハビリテーションカレッジ島根

令
和
５
年
度
予
算
（
案
）
で
す
。

ハ
ー
ド
面
で
は
、
周
布
橋
の
架
け

替
え
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
光
回
線
化

令
和
５
年
度
予
算

令
和
５
年
度
予
算

に
係
る
宅
内
引
込
工
事
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
行
い
ま
す
。
新
た
に
周

布
川
西
側
に
防
災
拠
点
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
美
川
小
学
校
新
築
事
業

や
金
城
支
所
周
辺
施
設
整
備
事
業
に

着
手
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
若
者
対
策
と
し

て
、
若
者
支
援
フ
ァ
ン
ド
を
立
ち
上

げ
る
と
と
も
に
、
国
の
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
制
度
を
活
用
し
た
若
者

移
住
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
３
７
３

億
９
千
万
円
、
令
和
４
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
た
場
合
、
高
度
衛
生
管

理
型
4
号
荷
さ
ば
き
所
整
備
の
完
了

に
よ
る
投
資
的
経
費
の
大
幅
減
に
伴

い
、金
額
で
15
億
２
千
万
円（
３
．９
％
）

の
減
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
、
財
政
健
全
化

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
令
和
5
年
度

も
、
減
債
基
金
を
取
り
崩
し
て
お
り
、

約
9
億
円
の
繰
り
上
げ
償
還
を
予
定

し
て
お
り
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
の
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
堅
持
す
る
計
画
で
す
。

令
和
５
年
度
は
、
私
に
と
っ
て
、

３
期
目
の
折
り
返
し
を
迎
え
る
年
で

す
。
本
市
に
と
っ
て
必
要
な
事
業
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
の
支
援
や
過
疎

債
、
ふ
る
さ
と
寄
附
な
ど
を
活
用
し
、

財
政
の
健
全
化
に
留
意
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

終
わ
り
に

浜田市総合防災訓練

に
住
民
の
皆
さ
ん
に
避
難
所
へ
の
避

難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

避
難
場
所
が
周
布
川
東
側
の
第
三
中

学
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
布
川
西

側
か
ら
は
遠
く
、
避
難
し
づ
ら
い
と

の
声
を
お
聞
き
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
周
布
川
西
側
に
新
た
な

避
難
所
を
設
置
し
ま
す
。
令
和
6
年

の
出
水
期
ま
で
に
は
整
備
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

る
方
向
で
検
討
を
進
め
ま
す
。

令
和
５
年
度
中
に
用
地
取
得
と
設

計
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
建
設
工

事
に
着
手
し
、
令
和
７
年
度
の
供
用

開
始
を
目
指
し
ま
す
。

リ
ハ
カ
レ
の
存
在
は
、
三
隅
地
域

経
済
に
と
っ
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
、

学
校
は
存
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
市
も
、
令
和
3
年
度
末
、
１

億
円
の
経
営
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

リ
ハ
カ
レ
は
、
昨
年
4
月
、
全
国

的
に
専
門
学
校
を
展
開
し
て
い
る
大

手
学
校
法
人
か
ら
経
営
指
導
を
受
け

る
覚
書
を
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
当
面

は
、
令
和
6
年
度
入
学
者
の
確
保
に

努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
将
来

に
わ
た
っ
て
存
続
す
る
学
校
と
な
る

よ
う
、
支
援
し
ま
す
。
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高校生学芸員

１
学
校
教
育
の
充
実

教
育
方
針

教
育
方
針

学
力
育
成
対
策

教
職
員
の
働
き
方
改
革

ふ
る
さ
と
郷
育

令
和
令
和
５５
年
度
年
度

い
じ
め
防
止

小
中
学
校
の
適
正
配
置

　
近
年
、
人
口
減
少
、
気
候
変
動
、

Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
技
術
革
新
に

加
え
、
世
界
の
協
調
と
平
和
を
脅
か

す
戦
争
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
り
、
ま
た
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
と
言
わ
れ
る
多
様
性
の

到
来
に
よ
り
、
社
会
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
こ
う
し
た
複
雑
な
社
会

を
逞
し
く
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
学
校
教

育
に
も
大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
多
く
の
教
育
課
題
と
向
き

合
っ
て
い
く
に
は
、
学
校
の
対
応
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
、
浜
田
の
大
切

な
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を

見
守
る
た
め
に
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
が
持
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育

力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
一
人
ひ

と
り
の
進
路
保
障
の
考
え
方
に
基
づ

い
た
「
学
力
向
上
」
と
「
地
域
と
と

も
に
子
ど
も
た
ち
を
育
む
教
育
活

動
」
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
（
政
治
家
）

の
フ
ラ
ン
シ
ス・ベ
ー
コ
ン
は
、「
知

は
力
な
り
」
と
い
う
名
言
を
残
し
て

い
ま
す
。
単
に
覚
え
た
知
識
が
力
に

な
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、「
物

事
を
実
際
に
試
す
こ
と
、
実
際
に
経

験
す
る
こ
と
で
得
た
知
識
こ
そ
が
力

に
な
る
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ

の
考
え
方
を
、
学
校
現
場
だ
け
で
な

く
家
庭
や
地
域
と
も
し
っ
か
り
共
有

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
出
て
、
地

域
貢
献
の
意
識
を
持
っ
て
で
き
る
こ

と
を
実
践
し
、
達
成
感
や
認
め
ら
れ

る
経
験
の
中
で
自
己
有
用
感
を
磨
か

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
教
育
の
お
手
本

は
身
近
に
い
る
家
庭
の
人
で
、
子
ど

も
た
ち
は
、
周
り
の
大
人
の
こ
と
を

よ
く
見
て
い
ま
す
。
そ
し
て
自
ら
を

認
め
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
持
っ

て
い
ま
す
。
家
庭
で
も
地
域
で
も
子

ど
も
の
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
寄
り

添
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
教
育
は
、
子
ど
も
が

主
体
的
に
自
己
決
定
し
自
走
す
る
未

来
を
描
く
こ
と
が
重
要
で
、
学
校
も

引
き
続
き
「
教
え
る
場
」
か
ら
「
学

ぶ
場
」
に
変
わ
っ
て
い
く
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
学
校
の
教
育
力
の
向
上
の
た
め
に

　
国
語
教
育
を
要
と
し
つ
つ
、
理
数

教
育
の
充
実
に
も
努
め
ま
す
。

　
理
数
教
育
に
つ
い
て
は
、
算
数
の

取
組
の
強
化
、
理
科
備
品
な
ど
の
整

備
、
外
部
講
師
に
よ
る
小
学
校
科
学

教
室
の
開
催
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
授
業
に

つ
い
て
も
、
研
修
の
機
会
の
確
保
や

指
定
校
の
取
組
を
広
げ
る
な
ど
、
授

業
の
質
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
指
導
主
事
な
ど
の
学
校

訪
問
に
よ
り
、
学
校
と
し
て
の
組
織

的
な
授
業
改
善
や
校
内
研
究
の
支
援

を
し
、
授
業
構
想
段
階
か
ら
学
校
現

場
の
教
員
と
一
緒
に
な
っ
て
「
子
ど

も
の
声
で
つ
く
る
授
業
」
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

教
職
員
の
校
務
負
担
を
軽
減
し
て
い

き
ま
す
。
浜
田
・
江
津
・
大
田
・
川

本
・
美
郷
・
邑
南
の
三
市
三
町
の
自

治
体
と
共
同
し
て
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
教
職
員
の
異
動
時
に
お
け
る
負

担
や
導
入
経
費
も
軽
減
し
て
い
き
ま

す
。

　
休
日
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域
移

行
に
つ
い
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
踏
ま
え
、
可
能
な
限
り
早
期
の

実
現
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
顧
問
に

代
わ
っ
て
指
導
が
で
き
る
「
部
活
動

指
導
員
」
の
配
置
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校

を
中
心
に
、
地
域
の
協
力
を
得
て
、

自
然
体
験
活
動
や
海
洋
教
育
な
ど
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
か

ら
は
、
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
じ
て
、
高
等

学
校
と
地
域
が
連
携
し
た
教
育
活
動

や
高
校
生
の
主
体
的
な
地
域
活
動
へ

の
参
画
を
支
援
し
、
幼
少
期
か
ら
高

校
ま
で
切
れ
目
の
な
い
取
組
へ
と
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
取
組
を
さ
ら
に
深
め
て
、

「
ふ
る
さ
と
郷
育
」
を
学
校
か
ら
家

庭
、
地
域
へ
と
広
げ
て
い
き
ま
す
。

　
全
国
的
な
原
油
価
格
・
物
価
高
騰

に
よ
り
、
給
食
の
食
材
料
費
も
高
騰

す
る
な
か
で
、
令
和
５
年
度
か
ら
学

校
給
食
費
の
値
上
げ
を
行
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
費
の
急
激
な
増
加
に
よ

る
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
給
食
費
の
値
上
げ
分
の
半
額
相

当
の
激
変
緩
和
措
置
を
行
い
ま
す
。

　
「
浜
田
市
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
」
の
も
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
Ｑ
Ｕ
な

ど
を
活
用
し
、
い
じ
め
の
未
然
防
止

や
早
期
発
見
の
た
め
の
集
団
作
り
や

い
じ
め
を
認
知
し
た
場
合
の
組
織
対

応
な
ど
、
各
校
が
適
切
か
つ
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
指
導
・
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
「
浜
田
市
立
小
中
学
校
統
合
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
美
川
小
学
校
の

建
替
え
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
令
和

５
年
度
末
に
雲
雀
丘
小
学
校
と
第
四

中
学
校
の
２
校
が
閉
校
と
な
り
ま
す
。

円
滑
な
学
校
統
合
を
果
た
せ
る
よ
う

準
備
を
進
め
、
閉
校
記
念
事
業
へ
の

支
援
や
統
合
先
へ
通
学
す
る
た
め
の

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入
な
ど
も
行
い

ま
す
。

スクールコンサートの風景

※　
令
和
５
年
度
施
政
方
針
・
教
育

※　
令
和
５
年
度
施
政
方
針
・
教
育

方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

方
針
の
全
文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

３
社
会
教
育
の
推
進

２
家
庭
教
育
支
援
の
推
進

４
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

学
校
施
設
の
環
境
整
備

幼
児
教
育
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

文
化
財

家
庭
教
育
支
援

社
会
教
育
士
の
取
得

　
学
校
施
設
の
老
朽
化
に
対
す
る
緊

急
対
策
と
し
て
、
令
和
３
年
度
か
ら

始
め
た
３
年
間
の
集
中
期
間
の
最
終

年
度
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
充
実

し
た
学
校
施
設
と
な
る
よ
う
令
和
６

年
度
か
ら
３
年
間
の
事
業
の
延
長
を

行
い
ま
す
。

　
公
立
幼
稚
園
４
園
を
統
合
し
、
新

た
に
浜
田
幼
稚
園
が
開
園
し
ま
す
。

浜
田
幼
稚
園
に
は
、
市
全
体
の
幼
児

教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た
先
導
的

な
役
割
を
担
う
「
浜
田
市
幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー
」
や
、
特
別
な
配
慮
を
必

要
と
す
る
幼
児
の
支
援
を
行
う
「
幼

児
通
級
教
室
」
を
設
置
し
、
そ
の
円

滑
な
運
営
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
！
浜
田
親
子
共
育
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
乳
幼
児

の
子
を
持
つ
親
へ
の
学
び
の
場
の
提

供
や
親
同
士
の
交
流
な
ど
、
地
域
ぐ

る
み
で
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
十
分
な
活
動

が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
改
め

て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
な
ど
の
人
材

確
保
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
、
学
校

な
ど
へ
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

　
「
浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
再
配

置
・
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
、
内
容

の
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
な
が
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
整

理
・
検
討
を
行
い
ま
す
が
、
サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

場
に
つ
い
て
は
、
外
部
委
託
な
ど
に

よ
り
調
査
を
行
い
、
施
設
の
方
針
に

つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
を
基
盤
と
し
た
人
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め

に
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
と
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
が
連
携
し

た
実
践
活
動
が
一
層
進
む
よ
う
、
セ

ン
タ
ー
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
、
社
会
教
育
士
の
取
得
を
引

き
続
き
進
め
ま
す
。

図
書
館

　
「
第
３
次
浜
田
市
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
家
庭
、

地
域
、
学
校
な
ど
と
連
携
し
た
取
組

を
進
め
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
中
央
図
書
館
と

　

令
和
５
年
度
は
新
た
に
エ
キ
ス

パ
ー
ト
指
導
者
を
招
へ
い
す
る
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。
元
プ
ロ
野
球
選

手
で
日
本
代
表
の
コ
ー
チ
経
験
の
あ

る
方
を
エ
キ
ス
パ
ー
ト
指
導
者
と
し

て
招
へ
い
し
、
市
内
で
活
動
す
る
中

学
校
部
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
を
対
象
に
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ

き
、
浜
田
市
か
ら
全
国
に
は
ば
た
く

選
手
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

５
歴
史
文
化
の
伝
承
と
創
造

芸
術
文
化
の
振
興

　
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
浜
田
市
美
術
展
や
全

国
の
美
術
大
学
生
を
対
象
と
し
た
石

本
正
日
本
画
大
賞
展
を
開
催
し
、
芸

術
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

　
小
中
学
生
に
優
れ
た
芸
術
に
触
れ

る
機
会
を
提
供
す
る
ス
ク
ー
ル
コ
ン

サ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
令
和
4
年
度

か
ら
実
施
方
法
を
変
更
し
、
学
校
か

ら
も
好
評
を
得
た
一
般
社
団
法
人
石

見
音
楽
文
化
振
興
会
と
、
連
携
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
様
々
な
文
化
財
の

保
存
活
用
を
計
画
的
に
促
進
す
る
た

め
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の

作
成
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た

め
の
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
石
見

神
楽
関
係
な
ど
の
文
化
財
指
定
に
向

け
て
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

浜
田
郷
土
資
料
館

　
施
設
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
の
見
学
会
な
ど
を
引
き
続
き
開

催
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
今
後
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

学
校
給
食

エキスパートによる次世代の育成

は
、
授
業
改
善
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
教
職
員
が
教
材
や
児

童
生
徒
に
向
き
合
う
時
間
の
確
保
が

必
要
な
た
め
、
教
職
員
の
働
き
方
改

革
に
本
気
で
取
り
組
み
ま
す
。
働
き

方
改
革
は
労
働
環
境
改
善
の
た
め
だ

け
で
な
く
、
ひ
い
て
は
不
足
し
て
い

る
教
職
員
確
保
に
も
通
じ
、
こ
れ
ら

に
よ
り
生
ま
れ
た
教
職
員
の
余
力
が

児
童
生
徒
に
還
元
さ
れ
教
育
力
の
充

実
に
結
び
付
い
て
い
く
と
い
う
こ
と

を
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

三
隅
図
書
館
が
新
築
開
館
し
て
か
ら

10
周
年
の
節
目
と
な
り
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
図
書
館
と
な
る
よ

う
努
め
ま
す
。
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開
票４

月
９
日
㈰
午
後
８
時
か
ら
、
県
立
体
育
館

で
開
票
を
行
い
ま
す
。

参
観
す
る
場
合
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
開
票
速
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

選
挙
公
報
の
配
布

４
月
７
日
㈮
ま
で
に
各
世
帯
へ
配
布
し
ま
す

が
、
届
か
な
い
と
き
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会

及
び
各
支
所
に
も
備
え
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

期日前投票期間
期日前投票 当日投票

３月24日㈮～
　　　　31日㈮

４月１日㈯～
　　８日㈯ ４月９日㈰

県知事選挙
のみ投票
できます

県知事選挙
　　　　　　　どちらも投票
県議会議員　　できます
一般選挙

期日前投票所
設置場所 設置期間 受付時間

浜田 市役所本庁
　第２東分庁舎

３月24日㈮～
４月８日㈯

午前８時30分～
午後８時

金城 市役所金城支所

４月２日㈰～
　　８日㈯

午前８時30分～
午後７時

旭 旭保健センター
弥栄 弥栄会館
三隅 市役所三隅支所分室

期
日
前
投
票
所

左
表
の
５
か
所
で
す
。
い
ず
れ
の
期
日
前
投

票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
が
、
設
置
期
間
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※　
印
鑑
は
不
要
で
す
。

※　
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
れ
ば
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。裏
面
が
期
日
前
投
票
宣
誓
書（
兼

請
求
書
）
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
太
枠
内
を
記
入
の
上
、
切
り
離
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

移
動
期
日
前
投
票
所

平
成
28
年
度
に
統
合
と
な
っ
た
弥
栄
町
と
三

隅
町
の
旧
投
票
所
に
お
い
て
は
、
移
動
期
日
前

投
票
所
で
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

具
体
的
な
日
時
は
、
入
場
整
理
券
と
併
せ
て

対
象
地
区
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

平
成
17
年
４
月
10
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
４
年
12
月
30
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
浜
田
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

で
す
。

※　
転
出
し
た
人
で
も
投
票
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

詳
細
は
、
広
報
は
ま
だ
３
月
号
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

投
票
の
方
法

入
場
整
理
券
を
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
、
島
根
県
知
事
選
挙
の
投
票
用
紙
を
渡

し
ま
す
。
候
補
者
氏
名
の
上
の
枠
内
に
「
○
」

を
記
載
し
、
指
定
の
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
（
期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
の
場
合
は
投

票
し
た
い
候
補
者
１
人
の
氏
名
を
記
載
し
ま

す
）。次に

、
島
根
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙

を
渡
し
ま
す
。
投
票
し
た
い
候
補
者
１
人
の
氏

名
を
記
入
し
、
指
定
の
投
票
箱
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

投
票
時
間

投
票
開
始
時
間
は
午
前
７
時
か
ら
で
、
投
票

終
了
時
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

入
場
整
理
券

１
枚
の
は
が
き
に
、
世
帯
別
で
最
大
４
人
分

の
入
場
整
理
券
が
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。

必
ず
切
り
離
し
て
、
各
自
で
投
票
所
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券
を
失
く
し
た
場
合
で
も
、
受
付

に
そ
の
旨
を
申
し
出
る
と
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
す
る
前
に
島
根
県
外
へ
転
出
し
た
人
は
、

入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
て
も
投
票
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
す
る
場
所

投
票
所
は
、
事
前
に
送
付
す
る
入
場
整
理
券

に
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
３
月
14
日
以
降
に
市
内
で
転
居
し

た
人
は
、
前
住
所
の
投
票
所
で
の
投
票
と
な
り

ま
す
。

今
回
、
次
の
投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投票する場所が変更となる投票所
新投票所 旧投票所 対象区域

長浜まちづくり
センター

（JR西浜田駅横）
長浜幼稚園 熱田町

（１、４～10、14）

地域 投票
終了時間 投票区

浜田

午後７時 第１～第34（下記の９か所を除く）

午後６時

第９（細谷）、第10（長見）、
第13（宇津井）、第19（美川東）、
第20（美川西）、第25（大麻）、
第30（久代）、第31（宇野）、
第32（有福）

金城

午後６時

第35～第43
旭 第44～第52

弥栄 第53～第55
三隅 第56～第68

４４月月９９日㈰日㈰
投
票
日

期日前投票期間
島根県知事選挙　３月24日㈮～
島根県議会議員
　　　一般選挙 ４月１日㈯～

点
字
投
票

点
字
投
票
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
前
に
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

島根県知事選挙・島根県議会議員一般選挙代
理
投
票

身
体
の
障
が
い
な
ど
の
た
め
、
自
分
で
投
票

用
紙
に
候
補
者
氏
名
を
記
載
で
き
な
い
人
は
、

投
票
所
で
定
め
る
代
理
者
が
代
わ
っ
て
記
載
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
係
員
に
そ
の
旨
を

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

広
報
は
ま
だ
３
月
号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

各
投
票
所
で
は
、
手
指
消
毒
用
の
ア
ル
コ
ー

ル
の
設
置
や
使
い
捨
て
鉛
筆
の
使
用
、
定
期
的

な
換
気
、
事
務
従
事
者
の
マ
ス
ク
着
用
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の
交
付
を

　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
て
い
る
船
員
の
投
票

「
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ

て
い
る
船
員
が
投
票
所
で
投
票
す
る
と
き
は
、

入
場
整
理
券
と
一
緒
に
必
ず
こ
の
証
明
書
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

証
明
書
の
提
示
が
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
９
８
１
０

投票所入場整理券（切り離してお持ちください）

広報はまだ３月号は
こちらからも見られ

ます
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対
象　
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
度
末
時

点
で
70
歳
以
上
と
な
る
人
（
令
和

５
年
度
は
、
昭
和
29
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

※　
令
和
４
年
度
中
に
上
限
ま
で
購

入
し
た
人
も
、
新
た
に
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
市
内
に
住
所
を
有
し
、
年
度
末
時

点
で
69
歳
以
下
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
～

３
級

※　
人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害
者

通
院
交
通
費
助
成
を
受
け
て
い
る

場
合
は
除
き
ま
す
。

場所 販売日時

金
城

金城支所防災自治課 ３日㈪以降
の開庁日 8:30～17:15

久佐まちづくりセンター

火曜日の開
館日 9:00～12:00

今福まちづくりセンター
美又まちづくりセンター
波佐まちづくりセンター
小国まちづくりセンター

旭

旭支所防災自治課 ３日㈪以降
の開庁日 8:30～17:15

木田まちづくりセンター
月曜日の開
館日 9:00～12:00和田まちづくりセンター

都川まちづくりセンター
市木まちづくりセンター

弥
栄

弥栄支所防災自治課 ３日㈪以降
の開庁日 8:30～17:15

杵束まちづくりセンター
３日㈪以降
の平日の開
館日

9:00～15:00

三
隅

三隅支所市民福祉課 ３日㈪以降
の開庁日 8:30～17:15

岡見まちづくりセンター

３日㈪以降
の平日の開
館日

9:00～17:00

三保まちづくりセンター
白砂まちづくりセンター
三隅まちづくりセンター
黒沢まちづくりセンター
井野まちづくりセンター

※　当日の体調がすぐれない場合は、ご来場をお控えください。
※　金城・旭・弥栄・三隅地域の各支所、各まちづくりセンター（雲城、今市、安城まちづくりセンターを除く）

　では５月以降も同様の場所・日時（祝日を除く）で販売します。
※　浜田地域の各まちづくりセンター本館（浜田まちづくりセンターを除く）及び国府まちづくりセンター有福分

　館では５月１日以降に通常販売を開始します。

問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
課

公
共
交
通
大
学
支
援
係

☎
�
９
２
０
１

場所 販売日時

浜
田

市役所本庁舎１階
市民ロビー

１日㈯・２日㈰ 9:00～12:00
３日㈪・４日㈫ 9:00～19:00
５日㈬～19日㈬
の開庁日 9:00～16:30

市役所本庁舎１階
総合窓口課

20日㈭以降の開
庁日 8:30～17:15

石見まちづくりセンター ４月中は販売なし
細谷分館 26日㈬ 9:00～10:00
長見分館 26日㈬ 10:30～11:30
後野分館 28日㈮ 9:00～10:00
佐野分館 28日㈮ 10:30～11:30
宇津井分館 25日㈫ 9:00～10:00

長浜まちづくりセンター 24日㈪ 9:00～11:00
周布まちづくりセンター 20日㈭ 13:30～15:30
大麻まちづくりセンター ４月中は販売なし
美川まちづくりセンター 21日㈮ 9:00～11:00

東分館 27日㈭ 10:30～11:30
西分館 27日㈭ 9:00～10:00

国府まちづくりセンター 20日㈭ 9:00～11:00
　宇野分館 25日㈫ 10:30～11:30
　有福分館 ４月中は販売なし

販
売
内
容

１
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を

１
５
０
０
円
で
販
売
し
ま
す
。

購
入
で
き
る
冊
数

１
年
度
に
つ
き
、
１
人
10
冊
ま
で

購
入
で
き
ま
す
。

次
の
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

１
年
度
に
つ
き
、
１
人
15
冊
ま
で
購

入
で
き
ま
す
。

浜
田
地
域
…
長
見
町
・
佐
野
町
・
宇

津
井
町
・
治
和
町
・
津
摩
町
・
吉

地
町
・
西
村
町
・
折
居
町
・
東
平

原
町
・
鍋
石
町
・
櫟
田
原
町
・
田

橋
町
・
横
山
町
・
内
村
町
・
井
野

町
・
上
府
町・久
代
町・宇
野
町・

下
有
福
町・大
金
町

金
城
・
旭
・
弥
栄
・
三
隅
地
域

…
全
域

購
入
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
自
署
の
場
合
不
要
）

②
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険

証
な
ど
）

※　
申
請
書
は
、
各
販
売
場
所
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

※　
代
理
申
請
の
場
合
、
同
居
す
る

家
族
以
外
は
、
委
任
状
が
必
要
で

す
。

敬老福祉乗車券の販売場所

運
転
免
許
を
返
納
し
た
人

問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係　
☎
�
９
３
２
２

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ
か

の
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

・
療
育
手
帳
Ａ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1
～
3
級

※　
人
工
透
析
患
者
・
精
神
障
害
者
通
院
交
通

費
助
成
を
受
け
て
い
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

交
付
内
容

1
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を
、
1
年
度

に
つ
き
、
5
冊
ま
で
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

※　
敬
老
福
祉
乗
車
券
の
交
付
を
受
け
る
人
工

透
析
患
者
で
、
通
院
距
離
が
片
道
２
㎞
以
上

の
医
療
機
関
で
人
工
透
析
療
法
（
腹
膜
透
析

を
除
く
）
を
受
け
る
場
合
は
、
通
院
距
離
に

応
じ
て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

交
付
に
必
要
な
も
の

①
各
種
手
帳
（
原
本
）

交
付
場
所

・
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
東
分
庁
舎
１
階
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

対
象　
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す
る
人

※　
更
新
せ
ず
に
失
効
し
た
人
の
う
ち
、
運
転
経
歴
証

明
書
を
取
得
し
た
人
も
対
象
で
す
。

・
平
成
28
年
7
月
以
降
に
全
て
の
運
転
免
許
を
自
主
返

納
又
は
失
効
し
た
人

・
運
転
免
許
返
納
又
は
失
効
時
及
び
申
請
時
に
市
内
に

住
所
を
有
す
る
人

・
運
転
免
許
返
納
又
は
失
効
時
に
70
歳
以
上
で
あ
っ
た
人

交
付
内
容

1
冊
３
０
０
０
円
分
の
乗
車
券
を
5
冊
無
料
で
交
付

し
ま
す
（
1
回
限
り
）。

交
付
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
（
自
署
の
場
合
不
要
）

②
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）

自
主
返
納
し
た
人
の
場
合

③
島
根
県
公
安
委
員
会
発
行
の
「
申
請
に
よ
る
運
転
免

許
の
取
消
通
知
書
」

④
運
転
経
歴
証
明
書
、
又
は
返
納
手
続
を
し
た
後
の
運

転
免
許
証
（
穴
あ
き
）

失
効
し
た
人
の
場
合

⑤
運
転
経
歴
証
明
書

受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
4
時

交
付
場
所

・
総
合
窓
口
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

※　
４
月
３
日
㈪
～
19
日
㈬
（
土
日
除
く
）
は
、
本
庁

舎
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
交
付
し
ま
す
。

注
意　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
運
転
免
許
を
返
納

し
た
人
に
対
す
る
無
料
交
付
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

敬
老
福
祉
乗
車
券
（
１
冊
３
０
０
０
円
分
）

・
70
歳
以
上
の
人
は
１
５
０
０
円
で
購
入
で
き

ま
す
。

・
無
料
交
付
の
対
象
と
な
る
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
無
料
交
付
に
加
え
１
５

０
０
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

・
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
人
（
運
転
免
許

を
更
新
せ
ず
に
失
効
し
た
人
の
一
部
も
対
象
）

に
は
無
料
で
交
付
し
ま
す
（
１
回
限
り
）。

・
１
冊
当
た
り
１
０
０
円
券
×
30
枚
綴
り
と
５

０
０
円
券
×
6
枚
綴
り
が
あ
り
ま
す
。

利
用
で
き
る（
市
が
契
約
す
る
）公
共
交
通
機
関

・
石
見
交
通
バ
ス

・
高
速
バ
ス
（
浜
田
広
島
線
全
社
）

・
総
企
バ
ス

・
市
生
活
路
線
バ
ス
（
お
お
な
ん
バ
ス
日
貫
線

含
む
）

・
市
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

・
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー

・
市
内
の
タ
ク
シ
ー
（
介
護
タ
ク
シ
ー
含
む
）

※　
乗
車
前
に
、
乗
車
券
が
利
用
で
き
る
タ
ク

シ
ー
か
ど
う
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
井
野
っ
地
号

※　
Ｊ
Ｒ
（
鉄
道
）
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
開
始
日（
販
売
及
び
障
が
い
者
無
料
交
付
分
）

・
販
売
分　
　
　
４
月
１
日
㈯

・
無
料
交
付
分　
４
月
３
日
㈪

利
用
期
限

令
和
６
年
３
月
31
日
㈰
ま
で

使
用
上
の
注
意
事
項

・・
本
人
以
外
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・・
偽
造
・
譲
渡
・
転
売
は
禁
止
し
ま
す
。

・・
払
戻
し
及
び
再
交
付
は
し
ま
せ
ん
。

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
へ
の

無
料
交
付
は
右
記
の
場
所
で
の
み

行
っ
て
い
ま
す
。

注意

敬老福祉乗車券を販売・無料交付します

無
料
交
付

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

無
料
交
付

問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
課
公
共
交
通
大
学
支
援
係

☎
�
９
２
０
１

大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
「
敬
老
福
祉
乗
車
券
」
を
、

今
年
度
も
販
売
・
無
料
交
付
し

ま
す
。

市
内
公
共
交
通
機
関
を
半
額

又
は
無
料
で
利
用
で
き
る
、
と

て
も
お
得
な
乗
車
券
で
す
。
買

い
物
や
通
院
な
ど
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

70
歳
以
上
の
人
・
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

販
売

４月は次の日時・場所で敬老福祉乗車券を販売します。
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問合せ　環境課くらしと環境係　☎�９４２０

持参するもの
既に犬の登録をしている場合
・予防注射料金１頭3,050円
　（注射料金2,500円・注射済票交付手数料550円）
・令和５年度狂犬病予防集合注射のお知らせハガキ
※　既に登録のある人には、お知らせハガキを
　　郵送します。
新規登録の場合
・登録手数料１頭3,000円
・予防注射料金１頭3,050円
　（注射料金2,500円・注射済票交付手数料550円）
共通
・ビニール袋などのフン処理用具

飼い主へのお願い
・犬を制御できる人が同行してください。
・接種時にはしっかりと犬の体を固定してください。

市職員が犬を固定することはしません。
・ケガなどの防止のため、長袖・長ズボンなどの安全

面を考慮した服装でお越しください。
・犬には必ずリードをつけ、逃走防止に努めましょう。

注意事項
・郵送したお知らせハガキを持っている人から優先

的に注射しますので、ハガキを忘れずにお持ちく
ださい。

・当日の交通事情などにより、予定時間からずれて
到着する場合があります。

・犬が高齢・妊娠中・投薬中・ほかのワクチン接種
後１か月以内・病気や体調不良の場合は、動物病
院を受診してください。

・会場で受けることができない場合は、動物病院で
注射を受けてください（登録もできます）。ただし、
手数料が加算される場合があります。

・浜田市以外で登録している犬・生後91日未満の犬
は、当日会場で注射を受けられません。

・新規登録は浜田市に住民票のある人に限ります。

新型コロナウイルス感染症予防
・マスクの着用など、感染対策にご協力ください。
・会場ではなるべくほかの人と距離を空けてお待ち

ください。
・体調がすぐれない場合は、来場を控えてください。

令和５年度狂犬病予防集合注射日程表令和５年度狂犬病予防集合注射日程表

犬の飼い主には、生後91日以上の飼い犬に生涯１回の登録と狂犬病予防注射
を毎年受けさせることが法律で定められています。

市では、各地域で新規登録の受付と狂犬病予防集合注射を実施します。会場
については日程表をご覧いただき、お間違いのないようにお越しください。

どの会場でも注射・登録ができます。また、当日は雨天でも実施します。

4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間
12
日
㈬

牛谷バス停付近 8:55～　9:00

14
日
㈮

長浜商港バス停付近 10:25～10:30

17
日
㈪

キヌヤ長澤店駐車場 9:15～　9:20
美川まちづくりセンター西分館前 9:05～　9:10 長浜まちづくりセンター前 10:35～10:40 ヒルズガーデン神在入り口 9:25～　9:30
櫟田原公民館前 9:20～　9:25 浜田商業高校上り口付近 10:45～10:50 下府公民館前 9:35～　9:40

13
日
㈭

上内田バス停付近 8:50～　8:55 熱田５町内集会所 10:55～11:00 国府まちづくりセンター前 9:45～　9:50
美川まちづくりセンター駐車場 9:00～　9:05 汐入県職員住宅前 11:05～11:10 国分尼寺跡前 10:00～10:05
下鍋石バス停付近 9:15～　9:20 笠柄児童公園 11:15～11:25 ブルーコーンズ前 10:10～10:15
石見まちづくりセンター長見分館入口付近 13:35～13:40 青川陸橋下駐車場付近 11:30～11:35 国府まちづくりセンター有福分館前 10:25～10:30
石見まちづくりセンター細谷分館前 13:55～14:00 瀬戸ケ島町 高森英明様宅前 11:40～11:45 姉金千代延様宅付近 10:35～10:40

14
日
㈮

大麻まちづくりセンター前 8:50～　8:55 浜田保健所 11:50～12:05 宇野簡易郵便局付近 10:45～10:50
西村インター口浜田市街寄り待避所 9:00～　9:05 16

日
㈰

市役所東分庁舎前駐車場 9:30～11:30
上府自治公民館 10:55～11:00

門田公民館 9:10～　9:15 上府町市尻酒店付近 11:05～11:10
吉地集会所 9:20～　9:25 竹迫団地公園前（４町内）11:20～11:25
周布１町内公民館 9:30～　9:35

17
日
㈪

ラ・ペアーレ浜田 8:35～　8:40 野原町２公民館前 11:30～11:35
周布まちづくりセンター前 9:40～　9:45 ヘルパーステーション

花笑み駐車場 8:45～　8:50　 野原町１公民館下駐車場 11:40～11:45
ＪＦしまね津摩出張所 9:55～10:00 18

日
㈫

旧後野小学校下 8:50～　8:55
日脚公民館児童館 10:05～10:10 生湯町海水浴場休憩所付近 8:55～　9:00 両間口バス停付近 9:00～　9:05
日脚児童公園付近（大久保団地内）10:15～10:20 二反田団地集会所前 9:05～　9:10 旧佐野小学校 9:10～　9:15

会場の見直しを行っていますので、ご確認ください。

狂犬病予防集合注射を実施します令和５年度

浜田

4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間

12
日
㈬

ひゃこるバス周布地停留所付近 9:35～　9:40

12
日
㈬

矢富石油店岡見給油所裏駐車場 11:05～11:10

12
日
㈬

芦谷集会所前 13:15～13:20
市場集会所前 9:45～　9:50 岡見まちづくりセンター前 11:15～11:20 みのり会館前 13:25～13:30
井川集会所 10:00～10:10 古湊漁村センター 11:25～11:30 上今明神明宮下 13:35～13:40
河野建設㈱向側広場 10:15～10:20 三保まちづくりセンター前 11:35～11:40 下室谷集会所前 13:50～13:55
河内橋上待避所 10:25～10:30 谷集会所 12:50～12:55 東平原上集会所前 14:00～14:05
市役所三隅支所 10:35～10:45 海石集会所 13:00～13:05 白砂まちづくりセンター前 14:10～14:15
㈲杖田農機店グリーンショップ横 10:55～11:00

4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間

13
日
㈭

野坂　前山章男様宅前 9:25～　9:30
13
日
㈭

旧美里無人市前（小角） 11:10～11:15 13
日
㈭

市役所弥栄支所 11:50～11:55
西の郷ライスセンター前 9:35～　9:40 稲代集会所 11:20～11:25 西河内　山崎様宅前 13:00～13:05
杵束まちづくりセンター前 9:45～　9:50 六歩谷集会所 11:30～11:35 日高集会所 13:10～13:15
熊の山　齋藤繁美様宅前 10:20～10:25 高坂谷　小松原忠雄様宅付近 11:40～11:45
大坪バス停留所前 11:00～11:05

4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間

18
日
㈫

下長屋集会所前 9:20～　9:25

19
日
㈬

浄蓮寺下 10:15～10:20

19
日
㈬

新開集会所 12:15～12:20
ふれあい会館裏（県道側） 9:30～　9:35 亀谷原　榎一夫様宅前 10:25～10:30 今田よりあい会館 13:30～13:35
美又口　渡辺様宅横 9:40～　9:45 旧JA小国事業所前 10:40～10:45 金田会館 13:40～13:45
久佐川生活改善センター付近 9:50～　9:55 上徳田バス停付近 10:50～10:55 小松木口 13:50～13:55

19
日
㈬

小笹集会所 8:55～　9:05 浄光寺谷バス停付近 11:05～11:10 入野集会所 14:00～14:05
伊木集会所 9:10～　9:15 新生集会所 11:15～11:20 越沢集会所 14:10～14:15
下ノ原　鍛冶畑様宅入口付近 9:25～　9:30 久佐まちづくりセンター前 11:25～11:30 大元集会所 14:20～14:25
かたらいの家前 9:35～　9:40 下久佐集会所 11:40～11:45 福原集会所 14:30～14:35
深笹上集会所 9:50～　9:55 上長屋集会所 11:50～11:55
波佐まちづくりセンター前 10:05～10:10 上組集会所 12:00～12:05

4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間 4月 場　所 時　間

18
日
㈫

丸原センター 10:00～10:10
18
日
㈫

戸川生活改善センター 11:40～11:45 18
日
㈫

市役所旭支所 13:20～13:25
谷神社付近 10:45～10:50 本郷バス停留所付近 11:50～11:55 木田生活改善センター 13:35～13:40
都川高齢者活動促進センター 11:00～11:05 重富生活改善センター 12:00～12:05 山ノ内生活改善センター 13:45～13:50
市木生活改善センター 11:20～11:30 和田生活改善センター 12:10～12:15

三隅

弥栄

金城

旭

浜田市行政組織の一部が変わります

問合せ　行財政改革推進課行革推進係　☎�９１０１

４月１日から、以下のとおり行政組織の一部を変更します。
また、全体の機構図は、市ホームページに掲載しています。

産業経済部産業経済部

商工労働課
三隅発電所
対策室

林業振興係の名称を林業畜産係に変更します。

農林振興課
林業振興係

農林振興課
林業畜産係

☎�９５１０

浜田市行政機構図は
こちらからも見られ
ます

廃止

都市建設部都市建設部

災害復興室

廃止



1617 広報はまだ：令和５年４月号広報はまだ：令和５年４月号広報はまだ：令和５年広報はまだ：令和５年４４月号月号

普段運動している人も、
日頃の健康づくりの日記と
して記録してみませんか。
　生活習慣の振り返りにも
なるのでおススメです。

～参加者の声～
健康に気をつける
ようになりました

歩くのが
楽しくな
りました

通勤を徒歩にし
体重を落として
います

取り組み始めてから毎日の歩数
を気にするようになりました

目標ができ、毎日これを
しようと思えて楽しいです

「最近おなかが出てきたな…」、「運動しないといけないことは分かっているけど…」など、からだのことで気に
なっていることはありませんか。

この機会に「はまだ健康チャレンジ（通称：はまチャレ）※」で健康づくりに取り組んでみませんか。
詳細は、広報はまだ４月号に併せて送付している「令和５年度各種健（検）診日程表」14～16ページをご覧ください。

◎当選グループ名は市ホームページで発表します。
◎記録表の個人情報は厳守します。
◎記録表のデータや感想は浜田市の健康づくりの情報
　として活用します。
◎歩き過ぎには注意しましょう。

応募先・問合せ　〒６９７－８５０１
　浜田市殿町１番地　健康医療対策課健康づくり係
　☎�９３１１・FAX�３４４０

浜田市　はまチャレ

※　はまだ健康チャレンジ（通称：はまチャレ）とは
運動・食生活・社会参加の３つの項目にチャレンジし、健康
づくりに取り組むきっかけをつくることを目標とした事業です。

募集・閲覧期間　３月20日㈪～４月20日㈭
閲覧場所
・まちづくり社会教育課
・各支所防災自治課
・各まちづくりセンター

　・中央図書館、金城図書館、旭図書館、
　　弥栄図書館、三隅図書館
　提出・問合せ
　・まちづくり社会教育課　まちづくり社会教育係
　　　〒６９７－８５０１　浜田市殿町１番地
　　　☎�９２０４・FAX�１８６６
　　　mail：manabi@city.hamada.lg.jp
　・各支所防災自治課

閲覧場所　市ホームページでも閲覧できます。
提出方法
　指定の様式に必要事項を記入の上、直接又は郵送・

FAX・メールで提出してください。
※　意見を郵送で提出する場合は、募集締切日必着です。
※　電話や口頭での意見、氏名・住所が明記されていな

い意見は受け付けられません。
※　メールの場合は、件名を「○○○（案）に係る意見」

とし、指定の様式を添付し送信してください。
※　いただいた意見への個別回答は行いません。
※　指定の様式は、閲覧場所にあります。市ホームペー

ジからダウンロードもできます。

パブリックコメント（意見公募）を募集します

石見まちづくりセンター（仮称）長沢サブセンター建設整備計画（案）

達成項目はポイント換算し、１か月で100　　
ポイント以上たまれば、商品券（2,000円分）
のプレゼントに応募することができます。

記録表は令和５年度各種健（検）診日程
表の15ページにあります。また、市役所本
庁及び各支所窓口、まちづくりセンター、
子育て世代包括支援センター「すくすく」
などでも受け取ることができます。

こちらからエクセルデータで記録表を
ダウンロードできます。

本庁舎に設置しているリサイクルステーションの場所が変わりました
利用者の皆さんの利便性向上及び構内での事故防止を目的とし、リサイクルステーションの場所を変更しました。

移設先は浜田市役所来庁者専用駐車場奥（第２東分庁舎横）です。
引き続きリサイクルやごみの減量化について、ご理解とご協力をお願いします。

旧リサイクルステーション

移設先リサイクルステーション

マイナポイントの申込は５月末までに

マイナンバーカードの新規取得者や健康保険証利用申込者、公金受取口座登録者に対するマイナ
ポイントの申込受付及び付与を行っています。ポイント申込期限は５月31日㈬まで延長することが、
２月17日㈮に国から発表されています。

■マイナポイントとは？
マイナンバーカードを使って申込を行うことでもらえるポイントが「マイナポイント」です。
普段の買い物で使用することができます。

マイナンバーカード
申込内容 取得ポイント マイナポイント

申込期間 備考

１ 新規取得 最大5,000円相当

令和５年
５月末まで

ポイントを取得するためには、
マイナンバーカードを令和５年
２月末までに申請している必要
があります。

２ 健康保険証としての
利用申込み 7,500円相当

３ 公金受取口座の登録 7,500円相当

問合せ　総合窓口課総合窓口係　☎�９４００
　　　　政策企画課地域情報係　☎�９２００

■自分で手続する場合
　総務省のマイナポイ
ントの申込方法のペー
ジを参照ください。

ホームページは
こちらからも入れます

マイナポイントの取得方法

■市役所で手続する場合
　次のカードなどを持って、総合窓口課又は各支所市民福祉課にお越しください。
・マイナンバーカード
・マイナンバーカード暗証番号（数字４桁）
　①利用者証明用電子証明書暗証番号
　②券面事項入力補助用暗証番号
・キャッシュレス決済サービスの「決済サービスＩＤ」及び「セキュリティコード」
・公金口座登録を行う場合は口座情報の分かる通帳又はキャッシュカード
※　代理人による手続は原則できません（15歳未満の人を除く）。

第２東分庁舎

問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０



市長日記市長日記元気な浜田をつくります元気な浜田をつくります （令和５年（令和５年２２月）月）

かなぎウェスタンライディングパークの菅野宏美さんから「社会福祉HERO'S TOKYO 2022」の「社会福祉ヒーローズ」賞の受賞報告を受けました（２月24日）

信金中央金庫から企業版ふるさと納税の
寄附金をいただきました（２月17日）

島根県市長会会長として島根県市長会定
例会に出席しました（２月15日）

浜田2050年ゼロカーボンシティのロゴ
マーク発表及び表彰式を行いました
（２月14日）

浜田港ポートセミナー in浜田を開催し
ました（２月14日）

萩市・長門市・浜田市・益田市４市長会
議に出席しました（２月13日）

高見康裕法務大臣政務官と相続登記の義
務化に関する意見交換を行いました
（２月６日）

浜田商工会議所と石央商工会からプレミ
アム付「はまだ応援チケット」第３弾に
関する要望を受けました（２月６日）

浜田商工会議所青年部創立40周年記念式
典に出席しました（２月４日）

浜田市議会公明クラブから令和５年度予
算に関する要望を受けました（２月３日）

高規格道路ネットワークを活用したまち
づくり検討会を開催しました（２月３日）黒川町未解決殺人事件広報モニター設置

披露セレモニーに出席しました

（２月３日）

※　撮影時のみマスクを外しています※　撮影時のみマスクを外しています19 広報はまだ：令和５年広報はまだ：令和５年４４月号月号 18広報はまだ：令和５年４月号広報はまだ：令和５年４月号

・身分証明書
・搭乗証明書（搭乗後、ANAのウェブサイトで発行可能）
・学生の場合は在学していることが分かるもの（学生証など）

申請・問合せ
・商工労働課商工労働係
　☎�９５００
・各支所産業建設課

令和５年度令和５年度　　補助概要補助概要

補助金の申請受付期限補助金の申請受付期限

萩・石見空港の利用促進にご協力いただきありがとうございます。
浜田市では、萩・石見空港（東京線・定期便）の運行継続を目的とした利用促進補助金を交付しています。
今後も萩・石見空港の利用拡大と地域活性化への取組にご理解・ご協力をお願いします。

▪補助区分・金額
萩・石見空港（東京線・定期便）を利用した人に次の区分に応じて浜田市共通商品券をお渡しします。

▪申請に必要なもの

萩・石見空港利用促進補助金の申請期限は、以下のとおりです。
申請もれのないよう手続をお願いします。
なお、搭乗日によって申請受付期限が異なりますので、ご注意ください。

萩・石見空港利用促進補助金を継続します

祝 大 会 出 場 おめでとうございます

全国中学校スキー大会
（長野県：２月７日～10日）

ISEF（国際学生科学技術フェア）
（アメリカ合衆国：５月）

※　撮影時のみマスクを外しています。

居住地 補助区分 補助金額（片道）

浜田市内
市内高校・大学・専門学校生 2,500円
３人以上の同一便利用 2,500円
２人以下の同一便利用 1,500円

浜田市外 浜田市内在住の保護者と生計を同一にする、浜田市以外に在住する学生 1,500円

▪搭乗証明書について
搭乗時に発行されていた「ご搭乗案内（ピンクの紙）」が、４月１日より順次廃止されます。
４月１日以降、ご自身で印刷された「搭乗証明書」が申請に必要となります。
※　当面の間、本庁４階商工労働課に「搭乗証明書」印刷用のパソコンとプリンターを設置予定です。

都道府県対抗全日本中学生ソフトテニス大会
全国ミズノカップジュニア選抜ソフトテニス選手権大会
（三重県：２月７日～10日、３月30日～31日）

第一中学校、金城中学校 第一中学校 浜田高等学校

搭乗日 受付期限
令和４年４月１日～令和５年３月31日 令和５年５月１日㈪
令和５年４月１日～令和６年３月31日 令和６年４月30日㈫



♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

下長屋トンネルに入る参加者

味噌づくりの様子

グラントワ弦楽合奏団演奏会の様子

本場の中国料理を囲む参加者

　２月26日㈰、「第６回幻の広浜鉄道今福線ウォーキング大会」
が、３年ぶりに今福まちづくりセンターの企画で行われました。
　旧線や新線の下長屋トンネル（全長1.6㎞）などを歩く約5.5
㎞コースで、市内外から225人が参加しました。
　旧線跡が整備されていないこともあり、スリルのあるアドベ
ンチャーウォークを楽しんだ参加者は、「普段歩くことができ
ない下長屋トンネルを歩くことができて良かった」「地元に残
る観光資源をさらに活用してほしい」などと感想を話していま
した。

　２月21日㈫から23日㈷までの３日間、白砂まちづくりセン
ターで、「みんなでつろーてきちゃん祭」が開催され、作品展
示や学習会に約100人が来場しました。
　これは、地域交流を目的に白砂まちづくり委員会と白砂まち
づくりセンターが企画したものです。
　23日㈷には、白砂地域福祉推進協議会のふれあい交流会にグ
ラントワ弦楽合奏団を招き、演奏会と指揮者体験などが行われ
ました。来場者は、３日間いろいろな催しをとおして、地域の
交流を深めました。

　２月22日㈬、三隅まちづくりセンターで、「みそづくり教室」
が行われ、19人が参加しました。これは、昔ながらの味噌づく
りの伝承と発酵食品による健康づくりを目的に、三隅まちづく
りセンターが企画したものです。
　当日は、各自持ってきた茹で大豆と、麹、塩をムラなく混ぜ
合わせ、機械で潰した後、容器に空気が入らないように玉にし
て詰め込み、一人約3.5㎏の味噌を仕込みました。
　教室は、和気あいあいとした雰囲気の中で行われ、参加者は、
「手前味噌の出来上がりが楽しみ」と話していました。

　２月21日㈫、杵束まちづくりセンターで、中国の吉林省長春
市出身で結婚を機に来日した永岡志佳子さんを講師に迎えて、
中国料理教室が開催されました。
　総勢13人の参加者が、和やかな雰囲気の中、家庭料理のシュ
ウマイや八宝菜、中華サラダ、白きくらげをたっぷり使ったス
イーツ「銀

イン　エイ　ゲン

耳羹」に挑戦しました。料理を通じて、中国の生活
や食文化などについて学び、参加者は、「中国のことを少しず
つ理解して、興味を持つきっかけになった」と話していました。

アドベンチャーウォーキング
～　幻の広浜鉄道今福線ウォーキング大会　～

かなぎかなぎ

発酵食品で健康づくり
～　みそづくり教室　～

みすみみすみ

地域のふれあい交流会
～　みんなでつろーてきちゃん祭　～

みすみみすみ

食文化を通じて世界を知ろう
～　中国出身講師による家庭料理教室　～

やさかやさか

弥栄味噌づくりを体験した参加者

味噌づくりを楽しむ親子

電動で走るプラレールに興味津々

緊迫した攻防戦

　２月19日㈰・20日㈪、ふるさと体験村再開に向けた事業計画
を練り上げることを目的にしたモニターツアーが、弥栄のみら
い創造会議の企画で開催されました。
　当日は、そば打ち、味噌づくり、神楽道具づくりなどの、昔
ながらの弥栄の暮らしが体験でき、市内・県外から24人の参加
がありました。県外からの参加者は、「日本の原風景が残る自
然の中、観光とは違うありのままの農村生活を体験できた」「地
域の人からぬくもりのあるおもてなしを受け、素晴らしかっ
た」と話していました。

２月18日㈯・19日㈰、島根県立大学浜田キャンパスで、模型
やゲームなどを楽しむイベント「浜田ホビー大学祭」が開催さ
れました。

このイベントは「ホビー（遊び）から学ぶ」をテーマに、地
域活性化を目的に浜田ホビー大学祭実行委員会が主体となり、
開催されたものです。

会場にはミニ四駆のコースや約100点のプラモデルが並び、
愛好家を楽しませました。また、ジオラマ製作体験やボードゲー
ムなど体感できるホビーが揃い、家族連れに大人気でした。

　２月12日㈰、波佐まちづくりセンターで、親子と地域の人が
味噌づくりを体験しました。
　食生活改善推進委員会波佐支部の人から指導を受けながら、
麹と塩をしっかりと混ぜ合わせたあと、柔らかく煮てつぶした
地元の波佐産大豆を加えて、ひたすら混ぜる、混ぜるの作業です。
　よく混ぜたものを団子のように丸めて、空気を抜くように容
器に詰め、和紙で蓋をしてその日の作業を終えました。
　参加者は、これから約10か月かけて出来上がる味噌の味を、
楽しみにしていました。

　１月29日㈰と２月19日㈰、旭地域で毎年恒例となっている島
根県雪合戦大会「雪合戦　旭　2023」が、旭公園市民体育館で
開催されました。
　１月29日にはチャンピオンズ・レディース・フレンドリーの
３部門に15チームが、また２月19日にはジュニア部門に５チー
ムが参加しました。
　参加者はチーム戦略を駆使し、室内用の公式球を投げ合い、
勝利を目指しました。会場では冬の寒さを吹き飛ばすような熱
い戦いが繰り広げられ、大いに盛り上がりました。

弥栄ふるさと体験村再開に向けて
～　ふるさと体験村モニターツアー　～

やさかやさか

みんなでまぜまぜ‼
～　親子で減塩味噌づくり　～

かなぎかなぎ

遊びのチカラは無限大
～　浜田ホビー大学祭　～

はまだはまだ

夏より熱い戦い
～　雪合戦　旭　2023　～

あさひあさひ

2021 広報はまだ：令和５年広報はまだ：令和５年４４月号月号広報はまだ：令和５年広報はまだ：令和５年４４月号月号
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安
全
安
心

ク
マ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

遭
遇
し
た
場
合
は
大
変
危
険
で

す
。
山
林
や
渓
流
な
ど
の
出
没
が
予

想
さ
れ
る
場
所
や
、
爪
痕
や
糞
な
ど

の
痕
跡
が
確
認
で
き
た
場
所
で
は
、

ク
マ
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る

・
天
候
の
悪
い
日
や
川
の
周
り
で
は
、

水
の
音
や
視
界
の
暗
さ
か
ら
、
人

も
ク
マ
も
お
互
い
に
気
付
き
に
く

く
な
り
ま
す
。
見
通
し
の
悪
い
場

所
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
早
朝
や
夕
暮
れ
時
は
さ
ら
に
視
界

が
悪
い
上
、
ク
マ
の
行
動
時
間
と

重
な
り
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は

特
に
周
囲
に
気
を
付
け
、
ク
マ
鈴

や
ラ
ジ
オ
な
ど
音
の
出
る
も
の
を

携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

・
逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い
か

け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背
中
を

見
せ
ず
に
、
ゆ
っ
く
り
後
ず
さ
り

し
て
そ
の
場
を
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
襲
っ
て
き
た
と
き
は
、
首
の
後
ろ

で
手
を
組
み
、
ヒ
ジ
と
ヒ
ザ
を
地

面
に
つ
け
て
う
つ
伏
せ
で
丸
く
な

り
、
命
を
守
る
行
動
を
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

※　
子
グ
マ
を
見
か
け
た
場
合
、
近

く
に
親
グ
マ
が
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
子
連
れ
の
親
グ
マ
は
特

に
危
険
で
す
の
で
、
速
や
か
に
そ

の
場
を
立
ち
去
っ
て
く
だ
さ
い
。

作
物
な
ど
へ
の
被
害
防
止

　
ク
マ
に
よ
る
被
害
は
、
柿
や
ク
リ

な
ど
の
果
実
、
ハ
チ
ミ
ツ
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

・
果
実
、
ミ
ツ
バ
チ
の
被
害
を
防
ぐ

に
は
、電
気
柵（
棚
線
３
段
張
り
）

が
有
効
で
す
。

・
長
年
採
取
し
て
い
な
い
不
要
な
柿

や
ク
リ
の
木
は
、
で
き
る
限
り
伐

採
し
ま
し
ょ
う
。

・
臭
い
が
ク
マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す
。

残
飯
を
屋
外
に
放
置
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
実
っ
た

果
実
は
、
確
実
に
収
獲
し
ま
し
ょ

う
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
場
合

　
ク
マ
を
目
撃
し
た
り
、
被
害
が
発

生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
頭
数
や

大
き
さ
な
ど
の
特
徴
、
逃
げ
た
方
向

な
ど
の
情
報
、
被
害
状
況
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
�
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

　
近
年
、
全
国
各
地
で
大
き
な
地
震

が
発
生
し
て
お
り
、
地
震
を
起
因
と

し
た
火
災
も
多
く
、
地
震
に
対
す
る

備
え
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

浜
田
市
で
は
、
今
年
度
５
月
と
８

月
に
地
震
体
験
車
で
地
震
の
体
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時　
５
月
８
日
㈪
～
30
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

費
用　
無
料

地
震
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料

の
徴
収
を
一
本
化
し
ま
す

　

事
務
の
効
率
化
及
び
経
費
削
減
を

目
的
と
し
て
、
現
在
、
別
々
に
行
っ

て
い
る
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料

（
公
共
下
水
道
、
農
業
・
漁
業
集
落

排
水
処
理
施
設
、
個
別
浄
化
槽
）
の

請
求
を
、
合
算
し
た
金
額
で
一
括
し

て
請
求
し
ま
す
。

開
始
時
期

　
10
月
請
求
分
（
８
～
９
月
の
使
用

分
）
か
ら

支
払
方
法
と
請
求
先

　

水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
と

で
、
支
払
方
法
（
口
座
振
替
・
納
入

通
知
書
払
い
）
や
請
求
先
が
異
な
る

場
合
は
、
水
道
料
金
の
支
払
方
法
な

ど
に
統
一
す
る
方
向
で
調
整
し
ま

す
。

※　
原
則
と
し
て
、
新
た
な
手
続
は

　
不
要
で
す
。

※　
該
当
と
な
る
人
に
は
、
５
月
頃

　
に
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
務
費
が
改
定
と
な
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
諸
物
価
高
騰
の
た

め
、
請
負
業
務
に
係
る
事
務
費
率

が
、
現
行
の
10
％
か
ら
12
％
に
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
４
６
８
０

４月側溝消毒予定表
日 曜 場所
4 火 唐鐘１～９
5 水 国分町1～3、唐鐘10・11、下府町4～6・8
６ 木 下府町1～3・6-1、上府町伊甘
10 月 上府町三宅、外ノ浦町、松原町1～3・6・8
11 火 松原町4・5・7・8、殿町1・6～8
12 水 殿町1～5、田町2～5
13 木 田町1、琵琶町、朝日町1～6・9・10
17 月 朝日町1～4・6～8、牛市町
18 火 紺屋町2・3、天満町、新町、錦町
19 水 蛭子町、栄町、片庭町
20 木 港町１～4
24 月 京町、高田町、清水町、真光町
25 火 原町、瀬戸見町、元浜町
26 水 原井町
27 木 瀬戸ケ島町、港町5、大辻町
※　週４日（月～木曜日）の作業です。
※　雨天などにより中止した場合、金曜日に実施

することがあります。
問合せ　環境課廃棄物衛生係　☎�９４３０

口
座
振
替

　
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
を
合

算
し
た
請
求
額
を
指
定
の
口
座
か
ら

引
き
落
と
し
ま
す
。
通
帳
摘
要
欄
に

は
「
ハ
マ
ダ
シ
ス
イ
ド
ウ
」
と
表
示

し
ま
す
。

納
入
通
知
書

　
水
道
料
金
と
下
水
道
使
用
料
の
内

訳
と
、
合
算
し
た
請
求
額
を
記
載

し
、
送
付
し
ま
す
。
送
付
時
期
や
納

入
期
限
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

上
下
水
道
部
水
道
管
理
課
料
金
係

　
☎
�
９
９
０
３

生
活
・
環
境

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係

手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
取
、

申
請
サ
ポ
ー
ト
、
電
子
証
明
書
の
更

新
手
続
の
た
め
の
休
日
窓
口
を
開
設

し
ま
す
。
平
日
の
受
付
時
間
内
で
の

来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

開
設
日

　
４
月
23
日
㈰
、
５
月
14
日
㈰

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

受
付
窓
口

　
市
役
所
本
庁
１
階
総
合
窓
口
課

注
意
事
項

・
本
庁
舎
の
み
で
実
施
し
ま
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
係
以
外

の
手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
日
の
混
雑
状
況
に
よ
っ
て
、
お

待
た
せ
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

　
☎
�
９
４
０
０

ア
ラ
イ
グ
マ
を
見
か
け
た
ら

　
近
年
、
市
内
の
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲

数
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ラ
イ
グ
マ
を
目
撃
し
た
り
、
被

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

・
尾
が
し
ま
模
様

・
指
が
５
本
で
手
先
が
器
用

・
耳
が
白
い

・
目
の
周
り
が
黒
く
、
ア
イ
マ
ス
ク

の
よ
う

・
ネ
コ
よ
り
一
回
り
大
き
い

・
背
中
を
丸
め
た
歩
き
方

・
家
屋
に
侵
入
し
、
天
井
裏
で
生
活

し
ま
す
（
糞
尿
に
よ
り
天
井
に
シ

ミ
が
で
き
ま
す
）。

・
繁
殖
力
が
高
く
、
在
来
の
野
生
動

物
と
競
合
し
、
生
息
地
を
奪
い
ま

す
。

連
絡
・
問
合
せ

・
農
林
振
興
課
林
業
振
興
係

　
☎
�
９
５
１
０

・
各
支
所
産
業
建
設
課

カードの申
請・交付につ
いての詳細は
こちらからも

入れます

ホームページ
はこちらから
も入れます

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
夏
を

　
　
　
　
快
適
に
過
ご
そ
う

ゴ
ー
ヤ
苗
を
無
料
配
布
し
ま
す

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
身
近
に
で
き
る
夏
の
省
エ
ネ
活

動
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の

普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
で
省
エ
ネ
し
、
夏
バ
テ
防

止
の
健
康
野
菜
、
ゴ
ー
ヤ
を
食
べ
て

地
球
と
一
緒
に
元
気
に
な
り
ま
し
ょ

う
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？

　
あ
さ
が
お
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
ツ
ル

性
植
物
を
窓
の
外
に
作
る
自
然
の

カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯

受
付
期
間　
４
月
５
日
㈬
～
21
日
㈮

配
布
セ
ッ
ト
内
容　

ゴ
ー
ヤ
苗
２

本
・
堆
肥
１
袋
の
セ
ッ
ト

配
布
数　
４
０
０
セ
ッ
ト

※　
１
世
帯
１
セ
ッ
ト

料
金　
無
料

申
込
方
法　

郵
便
ハ
ガ
キ
に
「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
希
望
」
と
明
記

　
し
、
自
分
の
住
所
・
氏
名
・
日
中

に
連
絡
の
つ
く
電
話
番
号
・
受
取

希
望
場
所
（
本
庁
又
は
各
支
所
）

を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

宛
先　
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
１
番
地

　
浜
田
市
役
所
環
境
課
宛

※　
電
話
・
窓
口
で
の
申
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

※　
受
付
終
了
後
、
引
換
券
を
送
付

　
し
ま
す
（
申
込
み
多
数
の
場
合　

　
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）。

※　
抽
選
で
外
れ
た
人
に
も
、
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

配
布
方
法　
引
換
券
を
持
参
し
、
指

定
し
た
場
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ

さ
い
（
代
理
可
）。

※　
配
布
時
期
は
５
月
中
旬
以
降
で
、

配
布
場
所
は
、
本
庁
及
び
各
支
所

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

引
換
券
に
記
載
し
ま
す
。

※　
お
持
ち
帰
り
用
の
袋
な
ど
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※　
取
組
後
に
、
簡
単
な
報
告
書
の

提
出
が
必
要
で
す
（
様
式
を
渡
し

ま
す
）。

問
合
せ　
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

隊
事
務
局
（
環
境
課
内
）

　
☎
�
９
４
２
０

申
込
要
件

・
３
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
が
停
車
で
き
る
駐

車
場
、
広
場
が
あ
る
こ
と

・
自
治
会
、
自
主
防
災
会
、
学
校
単

位
で
お
お
む
ね
20
人
以
上
の
参
加

者
が
見
込
め
る
こ
と

※　
雨
天
の
場
合
は
中
止
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

※　
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
希
望

に
沿
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　
４
月
10
日
㈪
～
28
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※　
土
日
を
除
き
ま
す
。

※　
８
月
の
体
験
期
間
な
ど
は
７
月

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
先

・
消
防
本
部
予
防
課

　
☎
�
１
１
６
７
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

掲載料　１か月10,000円
申込方法　申込書（政策企画課にあります。ホー

ムページからダウンロードもできます）に必要
事項を記入の上、持参又は郵送してください。

申込み　政策企画課地域情報係　☎�９２００

市ホームページに掲載する
バナー広告を募集しています浜田市防災防犯情報 SNS

浜田市の防災・防犯・交通安全などに関
する情報を、LINEやTwitter、Facebook
などのSNSで発信しています。

「いいね！」をお願いします。

問合せ　防災安全課防災安全係　☎�９１２２

都
市
計
画
説
明
会
・
意
見
公
述

会
を
開
催
し
ま
す

　
島
根
県
が
、
旭
及
び
三
隅
都
市
計

画
道
路
の
都
市
計
画
変
更
を
行
う
た

め
の
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
説
明
会
・
意
見
公
述
会

を
開
催
し
ま
す
。

都
市
計
画
説
明
会

日
時　
４
月
13
日
㈭　
午
後
７
時
～

場
所

　
・
旭
支
所
中
会
議
室

　
・
三
隅
支
所
集
会
室

※　
同
時
刻
に
2
箇
所
で
開
催
し
ま

す
。

都
市
計
画
変
更
原
案
の
閲
覧

期
間　
４
月
14
日
㈮
～
28
日
㈮

（
閉
庁
日
・
閉
庁
時
間
を
除
く
）

場
所　
島
根
県
都
市
計
画
課

　
浜
田
市
役
所
建
設
企
画
課
、
旭
支

所
産
業
建
設
課
、
三
隅
支
所
産
業
建

設
課

※　
原
案
は
島
根
県
都
市
計
画
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

意
見
公
述
会

日
時　
５
月
16
日
㈫　
午
後
７
時
～

場
所　
市
役
所
本
庁
4
階
講
堂

　
（
一
般
傍
聴
可
）

※　
意
見
公
述
を
希
望
す
る
人
は
、
意

見
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ホームページ
はこちらから
も入れます

住

宅

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援

し
ま
す

　
「
耐
震
診
断
」
や
「
耐
震
改
修
」

な
ど
を
行
う
住
宅
の
所
有
者
に
対
し

て
、
そ
の
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
階
数
が

２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評

点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１
・
０
未
満

と
判
定
さ
れ
た
も
の
（
耐
震
診
断

事
業
の
場
合
は
除
く
）

補
助
の
対
象
と
な
る
事
業

耐
震
診
断
事
業

　

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ

て
、
建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を
建

築
士
に
判
定
し
て
も
ら
う
。

補
強
計
画
策
定
事
業

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強
方
法

を
設
計
し
て
も
ら
う
。

耐
震
改
修
事
業

　

策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ

き
、耐
震
改
修（
補
強
）工
事
を
行
う
。

解
体
助
成
事
業

　
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な
し

と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物
全
部

を
解
体
す
る
。

申
込
方
法

必
要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
、

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　
申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。

問
合
せ　
建
築
住
宅
課
指
導
係

　
☎
�
９
６
３
２

補助率と補助限度額
補助対象経費に補助率を掛けた金額が、補助金になります。

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟当たりの
補助限度額

耐震診断 耐震診断に要する経費 10分の９ ６万円
補強計画策定 補強計画策定に要する経費 ３分の２ 40万円

耐震改修
耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤去、
復旧などに要する経費を含む）

100分の23 80万円

解体助成 住宅の全てを除却するために要
する経費 100分の23 40万円

産

業

地
域
活
性
化

農
業
関
係
の
補
助
制
度
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

農
業
に
関
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
制
度
を
左
表
の
と
お
り
設
け

て
い
ま
す
。
補
助
事
業
は
、
事
前
の

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

事業 対象 補助項目 補助金額

（1）
畦畔等除草
省力化促進
事業

自治会など地域住民
で組織する団体又は
集落営農組織など農
業者で組織する団体

畦畔等除草対策準備事業 事業費の2/3以内
上限40万円

畦畔等除草対策事業
（集落単位で行う吹き付けに要する経費）
①農用地畦畔などへの緑化施工
②道路など法面の緑化施工

①150円/㎡
②220円/㎡
上限300万円

畦畔等除草対策事業後除草管理事業 事業費の2/3以内
上限40万円

（2） 大豆生産拡
大支援事業

対象　当該年度に国の経営所得安定対策の水田活用の直接支払交付
金の助成を受けて、大豆を耕作する人 ５千円/10ａ

（3） 農用地環境
保全事業

認定農業者や新規就
農者、集落営農組織
などの団体

荒廃農地解消事業 ５万円/10ａ
上限50万円

農地荒廃化防止事業 ３万円/10ａ
上限30万円

水田等放牧推進事業
（水田などに放牧牛を導入する際に必要となる
経費及び管理費）

上限20万円

（４）
鳥獣被害防
止モデル集
落育成事業

認定を受けた鳥獣被
害防止モデル集落

集落環境点検、緩衝帯の設置・管理、研修など
の鳥獣被害防止策に要する経費

（初年度）
上限20万円
（次年度以降）
上限10万円

（５）
農作物等
獣被害防止
対策事業

出荷実績のある農業
者など 侵入防護柵資材の購入経費 経費の1/2以内　上限５万円

農業者で組織する団体 捕獲器の購入経費 経費の1/2以内　上限８万円

（６）
機械導入・
整備支援
事業

①認定新規就農者
②認定農業者
③広域連携組織など

農業生産に伴う機械などの整備
①事業費の1/2以内
②③事業費の1/3以内
上限200万円/１経営体

国県補助事業による補助金の交付を別途受けて
いる場合の補助額は、①は1/3以内、②は1/6以
内とします。
申請期限　４月３日㈪～21日㈮

（７） 新植・補植
支援事業

浜田市の３果樹
（大粒ぶどう、西条
柿、赤梨）の生産者
など

苗木及び肥料などの購入に要する経費 事業費の1/2以内
上限30万円/１経営体

（８）
災害復旧・
災害対策
支援事業

被災施設の修繕などに要する経費 事業費の1/2以内
上限100万円/１経営体

災害対策に必要な施設などの導入に要する経費 事業費の1/2以内
上限50万円/１経営体

（9） 収益性向上
支援事業

作業時間の削減や生産量の増加が見込まれる新
規の機械設備の導入に要する経費
（汎用性が高いと見込まれる機械設備は対象外） 事業費の1/2以内

上限50万円/１経営体
新規販路開拓や単価向上（ブランド化）のため
に必要な経費（経常的に要する経費は対象外）

（10） 経営継承促
進事業

浜田市の３果樹（大
粒ぶどう、西条柿、
赤梨）の経営継承者

経営継承者が、経営継承によって取得した施設
などの改良・改修に要する経費

事業費の1/2以内
上限100万円/ １経営体

（11） 実証圃設置
事業

認定新規就農者、認
定農業者、生産組合
など

浜田市の定める米や果樹の複合経営化が図れる
組合せ作物の候補となる作物を栽培した際に要
する経費
※　生産計画による導入作物の売上目標が
　　100万円以上であること

事業費の1/2以内
上限100万円/ １経営体

（12）
ふるさと
農業研修生
育成事業

対象　就農に対し意欲があり、次の全てに該当する人
①研修開始時に65歳未満である
②研修開始時に浜田市内に住所を有している（ＵＩターン可）
③普通自動車運転免許（ＡＴ限定は不可）を有している
④研修終了後、浜田市内で就農する意欲がある

研修期間
（６か月～12か月）の
研修手当　月額15万円
住宅手当　家賃の1/2
上限２万円

問合せ　（1）(3)……農林振興課農業振興係　☎�９５１０、各支所産業建設課
　　　　（2）………浜田市農業再生協議会　☎�３５００　(4)(5)…農林振興課林業振興係　☎�９５１０
　　　　（６） ～ （12）…農林業支援センター　☎�３５００

　農業関係の補助制度を活用してください

※　
申
出
書
の
様
式
は
島
根
県
都
市

計
画
課
及
び
浜
田
市
建
設
企
画
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
入
手
で
き

ま
す
。

申
込
期
間

　
４
月
14
日
㈮
～
28
日
㈮

（
閉
庁
日
・
閉
庁
時
間
を
除
く
）

※　

意
見
公
述
の
申
し
込
み
が
な

か
っ
た
場
合
は
公
述
会
を
中
止
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
合
せ

　
島
根
県
都
市
計
画
課

　
☎
０
８
５
２
�
５
６
９
９

　
浜
田
市
役
所
建
設
企
画
課

　
☎
�
９
６
０
１
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

浜田城資料館
インスタグラム 開設中

問合せ　浜田城資料館　☎�７１５１

税
務
・
納
税

固
定
資
産
税
の
評
価
額
な
ど

が
確
認
で
き
ま
す

令
和
５
年
度
固
定
資
産
税
納
税
通

知
書
と
課
税
明
細
書
は
、
４
月
24
日

㈪
に
発
送
し
ま
す
。

納
税
通
知
書
発
行
以
前
に
評
価
額

な
ど
を
確
認
し
た
い
人
は
、
４
月
３

日
㈪
か
ら
、
次
の
窓
口
で
確
認
で
き

ま
す
。

対
象　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

な
ど

期
間　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
31
日
㈬

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分

場
所　
市
役
所
本
庁
２
階
資
産
税
課

又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

手
数
料　
無
料

縦
覧
・
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
人
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な

ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

代
理
人
が
縦
覧
・
閲
覧
す
る
場
合

は
、
委
任
者
の
自
署
に
よ
る
委
任
状

も
必
要
で
す
。

問
合
せ　
資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋

係　
☎
�
９
２
３
３

固
定
資
産
税
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す

期
間　
４
月
25
日
㈫
～
５
月
12
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
２
階
資
産
税
課

※　
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
・
課

税
明
細
書
・
身
分
を
証
明
で
き
る

も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
資
産
税
課
土
地
係
・
家
屋

係　
☎
�
９
２
３
３

子

育

て

保
育
士
資
格
取
得
に
必
要
な

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す

　
保
育
士
確
保
の
た
め
、
保
育
士
資

格
取
得
に
必
要
な
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
行
い
ま
す
。

島
根
県
の
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事

業対
象　
令
和
５
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
へ
在
学
し
、
卒
業
後
県
内
の

保
育
所
（
園
）
な
ど
に
勤
務
し
よ

う
と
す
る
人

貸
与
額　
月
額
５
万
円
以
内

※　
生
活
保
護
世
帯
な
ど
へ
は
、
入

学
準
備
金
20
万
円
以
内
、
就
職
準

備
金
20
万
円
以
内
、
生
活
費
加
算

が
あ
り
ま
す
。

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
県
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
５
年
間
（
過
疎
地
域
は
３
年

間
）
勤
務
し
た
場
合
は
、
全
額
免

除
募
集
期
限　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
12

日
㈮

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
部
福
祉
資
金
係

　
☎
０
８
５
２
�
５
９
５
３

浜
田
市
保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

対
象　
島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
の

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業
の
応

募
者

貸
与
額

①
県
社
協
貸
付
決
定
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
２
万
円

②
県
社
協
貸
付
不
承
諾
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
額
３
万
円

貸
付
利
子　
無
利
子

貸
付
期
間　
２
年
間

返
還
免
除　
卒
業
後
、
保
育
士
登
録

を
し
て
、
市
内
保
育
所
（
園
）
な

ど
に
３
年
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

全
額
免
除

募
集
期
間　
県
社
協
貸
付
決
定
な
ど

の
通
知
後
１
か
月
を
予
定

※　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課

保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎
�
９
３
３
０

児
童
扶
養
手
当
額
が
変
わ
り

ま
す

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の
健
全

育
成
の
た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。
令
和
４
年
の
全
国
消
費
者
物
価

指
数
の
変
動
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お

り
改
定
さ
れ
ま
す
。

※　
本
人
又
は
同
居
の
扶
養
義
務
者

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場

合
、
支
給
停
止
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
子
ど
も

政
策
係　
☎
�
９
３
３
１

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

３月まで ４月以降

全部支給
（月額） 43,070円 44,140円

一部支給
（月額）

43,060円
～10,160円

44,130円
～10,140円

第２子
加算額

10,170円
～5,090円

10,420円
～5,210円

第３子以降
加算額

6,100円
～3,050円

6,250円
～3,130円

健
康
・
福
祉

Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の

費
用
を
助
成
し
ま
す

　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
Ｐ

Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
の
助
成
を
行

い
ま
す
。

助
成
額　
３
０
０
０
０
円

　
（
先
着
30
人
）

助
成
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
前
３
年
度
（
令
和
2
年
度
～
令
和

4
年
度
）
の
間
、
こ
の
助
成
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

・
今
年
度
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
を
受
診

し
な
い
こ
と
。

※　
た
だ
し
、
同
じ
年
度
内
に
1
回

限
り
で
す
。

助
成
手
続

①
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
内
健
診
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
７
７
０
０
）
に
検
診

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
予
約
後
、

健
診
セ
ン
タ
ー
か
ら
申
請
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
）。

②
検
診
日
が
確
定
し
た
ら
、
市
役
所

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

③
決
定
通
知
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

必
ず
そ
の
通
知
を
持
っ
て
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
市
役
所
本
庁
1
階
健
康
医

療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係
又
は
各

支
所
市
民
福
祉
課

注
意
点

・
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が
ん
検
診
と
巡
回

総
合
ド
ッ
ク
は
、
検
査
の
内
容
や

目
的
が
異
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
検
診
項
目
を
理
解
の
上
、
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

・
自
己
負
担
７
７
８
０
０
円
が
必
要

で
す
。

問
合
せ　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係　
☎
�
９
３
１
１

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
著
し
く
重
度
の
障
が

い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
人
に
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

戦
没
者
の
慰
霊
巡
拝
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
戦
闘
地
や

遺
骨
収
集
の
で
き
な
い
海
上
な
ど
で

の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、
慰
霊

巡
拝
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

・
慰
霊
巡
拝
を
行
う
地
域
で
の
戦
没

者
の
配
偶
者
（
再
婚
し
た
人
を
除

く
）・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
・
孫
・

甥
姪
・
参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉

妹
）
の
配
偶
者

・
健
康
状
態
が
良
好
で
、
長
途
の
旅

行
な
ど
に
耐
え
ら
れ
る
人

実
施
地
域　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

硫
黄
島
な
ど

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
現
地
情
勢
な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
、
実
施
を
見
合
わ
せ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

実
施
時
期
・
定
員
な
ど　
実
施
地
域

に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
又
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
属
す

る
月
の
３
か
月
前
か
ら
６
か
月

間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

対
象
者　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１

日
以
降
の
人
で
す
。な
お「
出
産
」

と
は
、
妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以

３月まで
（月額）

４月以降
（月額）

特別障害者手当 27,300円 27,980円
福祉手当

（経過措置分） 14,850円 15,220円

障害児福祉手当 14,850円 15,220円

特別児童
扶養手当

重度
（1級） 52,400円 53,700円

中度
（2級） 34,900円 35,760円

　
４
月
か
ら
手
当
額
が
、
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

※　
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援

護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
介
護

手
当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
手

当
支
給
の
調
整
が
あ
り
ま
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
重
度
の
障
が
い
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当

で
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
や
精
神
に
中
度
以
上
の
障
が

い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

問
合
せ　
地
域
福
祉
課
障
が
い
福
祉

係　
☎
�
９
３
２
２

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
提
供
の

た
め
の
費
用
を
助
成
し
ま
す

　
骨
髄・末
梢
血
幹
細
胞（
以
下「
骨

髄
な
ど
」
と
い
う
）
を
提
供
す
る
人

に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
提
供
者
の
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
骨
髄
な
ど
の
移
植
を

推
進
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

（1）　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

（2）　
骨
髄
な
ど
を
提
供
し
た
人

（3）　
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン

ク
が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業

に
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
い
る
人

助
成
内
容　
骨
髄
な
ど
の
提
供
の
た

め
の
通
院
又
は
入
院
の
日
数
に
つ

い
て
、
１
日
あ
た
り
２
万
円
を
助

成
し
ま
す
。
た
だ
し
、
骨
髄
な
ど

の
提
供
１
回
に
つ
き
、
14
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。

※　
通
院
な
ど
の
日
数
は
、
次
に
掲

げ
る
日
数
の
合
計
日
数
と
し
ま
す
。

（1）　
健
康
診
断
の
た
め
の
通
院
の
日

数
（2）　
自
己
血
貯
血
の
た
め
の
通
院
の

日
数

（3）　
骨
髄
な
ど
の
採
取
の
た
め
の
入

院
の
日
数

（4）　
そ
の
ほ
か
骨
髄
な
ど
の
提
供
に

関
し
、
公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
又
は
医
療
機
関
が
必
要
と

認
め
る
通
院
な
ど
の
日
数

申
請
・
問
合
せ

　
健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ
く
り
係

　
☎
�
９
３
１
１

※　
旅
費
は
参
加
者
の
負
担
に
な
り

ま
す
が
、
参
加
す
る
遺
族
代
表
に

国
か
ら
３
分
の
１
程
度
の
補
助
が

あ
り
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

・
地
域
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
☎
�
９
３
０
０

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

保
険
・
医
療

年

金

上
の
出
産
を
い
い
、
死
産
、
流
産
、

早
産
さ
れ
た
人
を
含
み
ま
す
。

届
出
時
期　
出
産
予
定
日
の
６
か
月

前
か
ら
可
能
で
す
。

添
付
書
類　
出
産
前
に
届
出
を
行
う

場
合
は
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出

産
予
定
日
が
わ
か
る
も
の
が
必
要

で
す
。
出
産
後
は
、
市
で
確
認
で

き
る
場
合
は
不
要
で
す
。

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

　
☎
�
０
６
７
０

・
浜
田
市
役
所
保
険
年
金
課

医
療
年
金
係　
☎
�
９
４
１
１
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安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

人

権

人
権
・
同
和
教
育
研
修
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

　
市
で
は
市
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
「
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
人
権
感
覚
を
育
む

た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
グ

ル
ー
プ
、
職
場
な
ど
に
お
い
て
人

権
・
同
和
教
育
研
修
を
繰
り
返
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
主
催
す
る
人
権
・
同
和
教
育

研
修
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

対
象　
浜
田
市
内
在
住
・
在
勤
又
は

在
学
し
て
い
る
、
お
お
む
ね
10
人

以
上
で
構
成
さ
れ
た
自
治
会
や
事

業
所
、
学
校
な
ど
の
各
種
団
体

実
施
日
時　
原
則
と
し
て
平
日

※　
土
・
日
・
祝
日
、
夜
間
な
ど
に

開
催
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

研
修
内
容　
研
修
を
開
催
す
る
皆
さ

ん
の
要
望
に
お
応
え
し
ま
す
。
人

権
一
般
を
は
じ
め
具
体
的
な
人
権

課
題
に
即
し
、
親
し
み
や
す
く
分

か
り
や
す
い
テ
ー
マ
や
方
法
で
行

い
ま
す
。

講
師　

人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
指
導
主
事

講
師
派
遣
経
費　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
日
程
・
内
容
な
ど
を
調
整

後
、
申
込
用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

申
込
先
・
問
合
せ

　
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー　

　
☎
�
９
１
６
０

令
和
５
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
額
が
決
ま
り
ま
し
た

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
及
び

任
意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た

り
の
保
険
料
は
、
１
６
５
２
０
円
で

す
。
前
納
制
度
、
免
除
制
度
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？
学
生
納
付
特
例
制

度
学
生
納
付
特
例
と
は
、
20
歳
以
上

の
学
生
が
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
こ

と
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
（
先
送
り
）
さ
れ
る
制
度
で
す
。

学
生
で
あ
っ
て
も
、
修
業
年
限
が

１
年
未
満
の
課
程
な
ど
、
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
期
間
は
、
４
月
か
ら
令

和
６
年
３
月
ま
で
で
す
。

手
続
に
必
要
な
も
の

①
在
学
証
明
書
原
本
（
申
請
年
度
と

同
じ
年
度
の
も
の
）、
又
は
学
生

証
の
写
し

②
基
礎
年
金
番
号
又
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の

※　
令
和
４
年
度
に
学
生
納
付
特
例

が
承
認
さ
れ
て
い
る
人
は
、
４
月

に
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
が
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

※　
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
「
追
納
制

度
」
を
利
用
し
て
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

問
合
せ

・
浜
田
年
金
事
務
所

　
☎
�
０
６
７
０

・
浜
田
市
役
所
保
険
年
金
課
医
療
年

金
係　
☎
�
９
４
１
１

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

で
す

保
険
料
率
の
変
更

　
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
、

健
康
保
険
料
率
・
介
護
保
険
料
率
が

変
更
と
な
り
ま
す
。

※　
任
意
継
続
被
保
険
者
は
４
月
分

（
４
月
納
付
分
）
か
ら
変
更

健
康
保
険
料
率

　
10
・
26
％
（
変
更
前
10
・
35
％
）

介
護
保
険
料
率

　
１
・
82
％
（
変
更
前
１
・
64
％
）

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
の
自
己
負
担

額
の
軽
減

　
４
月
よ
り
〈
最
高
〉
５
２
８
２
円

（
軽
減
前
〈
最
高
〉
７
１
６
９
円
）

問
合
せ　
全
国
健
康
保
険
協
会
島
根

支
部　
☎
０
８
５
２
�
５
１
４
０

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
民
健
康
保
険「
脳
ド
ッ
ク
」

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
加

入
者
の
健
康
保
持
増
進
と
病
気
の
早

期
発
見
を
目
的
と
し
て
「
脳
ド
ッ

ク
」
を
受
け
る
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

※　
「
人
間
ド
ッ
ク
」
は
、
広
報
は

ま
だ
５
月
号
で
募
集
予
定
で
す
。

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

（1）　
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
、
74

歳
ま
で
（
昭
和
23
年
４
月
２
日
生

以
降
）
の
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人

（2）　
国
民
健
康
保
険
料
に
未
納
が
な

い
こ
と

受
診
医
療
機
関　

浜
田
医
療
セ
ン

タ
ー
内
健
診
セ
ン
タ
ー

受
診
期
間　
5
月
～
12
月

検
診
内
容　
身
体
測
定
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
、
心
電
図
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
頭

部
断
層
撮
影
、
Ｍ
Ｒ
Ａ
頭
部
の
血

管
撮
影
な
ど

※　
詳
し
く
は
令
和
５
年
度
各
種
健

（
検
）
診
日
程
表
12
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

定
員　
２
４
０
人

自
己
負
担
金　
１
万
円

申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
（
63
円
の

も
の
）
に
受
診
希
望
者
の
①
住

所
・
②
氏
名
・
③
性
別
・
④
生
年

月
日
・
⑤
連
絡
先
電
話
番
号
を
必

ず
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

（裏）
受診希望者の
①住所　②氏名　③性別
④生年月日
⑤連絡先電話番号

（表）　〒697-8501

　浜田市殿町１番地

　浜田市保険年金課

「国保脳ドック」係

はがきの記入例 ※　
は
が
き
1
枚
で
1
人
の
申
込
み

と
し
ま
す
。

※　
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有
効

と
な
り
ま
す
。

宛
先　
〒
６
９
７-

８
５
０
１

　
浜
田
市
殿
町
１
番
地　
浜
田
市
保

険
年
金
課　
「
国
保
脳
ド
ッ
ク
」
係

申
込
結
果
の
お
知
ら
せ

※　
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
令
和
２
～
４

年
度
に
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

を
優
先
し
ま
す
。
抽
選
の
結
果
は
、

４
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
期
限　
４
月
13
日
㈭
必
着

注
意
事
項

・
受
診
日
に
浜
田
市
国
民
健
康
保
険

の
資
格
を
喪
失
し
て
い
る
場
合

（
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療

に
加
入
す
る
人
は
除
く
）
は
受
診

で
き
ま
せ
ん
。

・
同
年
度
内
に
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の

「
脳
ド
ッ
ク
」「
人
間
ド
ッ
ク
」、

浜
田
市
の
「
巡
回
総
合
ド
ッ
ク
」

の
い
ず
れ
か
一
つ
で
す
。

・
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い

る
人
は
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
が
で
き

ま
せ
ん
。

・
閉
所
恐
怖
症
の
人
は
検
査
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、
体
内
に
金

属
製
の
も
の
を
装
着
し
て
い
る
人

は
頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
及
び
頭
部
M
R
A

を
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

な
ど
に
ご
相
談
の
う
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
保
険
年
金
課
国
保
係　
　

☎
�
９
４
１
０

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

高
校
生
の
通
学
定
期
券
購
入

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

制
度
を
拡
充
し
ま
し
た

　
浜
田
市
内
の
高
等
学
校
及
び
県
内

の
高
等
学
校
で
市
内
の
高
等
学
校
に

な
い
学
科
へ
定
期
券（
バ
ス・
Ｊ
Ｒ
）

を
使
用
し
て
通
学
す
る
生
徒
の
保
護

者
を
対
象
に
、
通
学
定
期
券
購
入
に

か
か
っ
た
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

※　
保
護
者
、
生
徒
の
両
方
が
市
内

に
住
所
を
有
す
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

補
助
金
額

往
復
定
期
券
の
場
合

　
１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
１
０
０
０
０
円
を
差
し
引

い
た
額

片
道
定
期
券
の
場
合

　
１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
５
５
０
０
円
を
差
し
引
い

た
額

Ｊ
Ｒ
の
み
利
用
の
場
合

　
１
か
月
あ
た
り
の
定
期
券
代
か
ら

お
お
む
ね
５
０
０
０
円
を
差
し
引
い

た
額

申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
在
学
を
証
明
す
る
書
類
（
学
生
証

の
写
し
又
は
在
学
証
明
書
な
ど
）

・
通
学
定
期
券
の
コ
ピ
ー

・
印
鑑
（
自
署
の
場
合
は
不
要
）

※　
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
窓
口
に
も

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
坂
根
正
弘
奨
学

金
（
給
付
型
）
の
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

　

浜
田
市
出
身
の
坂
根
正
弘
さ
ん

（
㈱
小
松
製
作
所
顧
問
）
か
ら
の
寄

附
を
原
資
と
し
た
、
返
還
の
必
要
が

な
い
給
付
型
の
「
坂
根
正
弘
奨
学

金
」
の
令
和
５
年
度
奨
学
生
（
第
10

期
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
優
れ
た
学

力
を
有
し
、
高
い
志
を
持
っ
て
大
学

で
勉
学
に
励
も
う
と
す
る
学
生
に
対

し
て
奨
学
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
科
学
技
術
や
医
学
の
進

歩
、
経
済
の
発
展
な
ど
に
貢
献
し
う

る
人
材
を
育
成
・
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象　
大
学
１
年
生（
在
学
中
）で
、

特
に
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
り
、

か
つ
、
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所

を
有
し
、
そ
の
収
入
又
は
所
得
が

市
の
定
め
る
基
準
以
下
の
人

募
集
人
員　
２
人
程
度

支
給
金
額　
月
額
５
万
円
又
は
４
万

　
円
（
大
学
所
在
地
に
よ
り
異
な
り

　
ま
す
）

支
給
期
間　
4
月
か
ら
在
学
す
る
学

校
の
最
短
修
業
年
限
の
最
終
月
ま

で
（
最
大
4
年
間
）

募
集
期
間

　
４
月
３
日
㈪
～
５
月
12
日
㈮

※　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
課
公
共
交

通
大
学
支
援
係　
☎
�
９
２
０
１

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

申
請
窓
口

・
地
域
活
動
支
援
課

・
各
支
所
防
災
自
治
課

申
請
期
間　
定
期
券
の
購
入
年
度
内

で
あ
れ
ば
随
時
申
請
で
き
ま
す
。

※　
今
年
度
購
入
し
た
定
期
券
で
あ

れ
ば
、
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
後
の

申
請
も
可
能
で
す
。

問
合
せ　
地
域
活
動
支
援
課
公
共
交

通
大
学
支
援
係　
☎
�
９
２
０
１

申請書はこちら
からダウンロー
ドもできます
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幸先の良い春に

　新しい年度が始まる季節ですね！皆さんにはどんな
大事なイベントがありますか。
　新年度の数ある行事の中で、特に小学校の入学式は
家族全員の一大イベントになるでしょう。日本の小学
校の入学式では、両親をはじめ祖父母まで揃ってお
しゃれして参加することに、驚きました。中国では９
月から新学期がスタートしますが、一週間前に新入生
と保護者が呼ばれ、入学にあたっての注意点などが説
明されて、学校生活がスタートすることが多かったで
す。
　そんな質素な中国の入学式も近年中国で起きた伝統
文化の魅力を再発見する「国学ブーム」の影響で、変
化が生まれました。伝統的な儀式「開

カ イ

筆
ビ ー

礼
リ ー

」を再び
取り入れ、古風な入学式を行う学校が増えています。
「開

カ イ

筆
ビ ー

礼
リ ー

」では、朱
ヂ ュ

砂
シ ャ

開
カ イ

智
ヂ ー

（額に朱砂で印をつける）、
啓
チ ー

蒙
モ ン

描
ミィア

紅
オホン

（手本をなぞる）、撃
ジ ー

鼓
グ ー

鳴
ミ ン

志
ヂ ー

（太鼓を叩く）
などが行われます。朱

ヂ ュ

砂
シ ャ

開
カ イ

智
ヂ ー

は「開
カ イ

天
ティエン

眼
イェン

」とも言われ、
額に朱砂をつけることで知恵の門が開くことを意味し
ます。

　啓
チ ー

蒙
モ ン

描
ミィア

紅
オホン

では子どもが筆で「人」の字を書き、小
学校で人としての礼儀を学ぶことが最も重要であるこ
とを意味します。撃

ジ ー

鼓
グ ー

鳴
ミ ン

志
ヂ ー

は太鼓を遠くまで響かせ、
志を持ち目標を明確にすることを示します。こういっ
た伝統的な入学式はきっと子どもたちにとって忘れら
れない思い出になるでしょう。
　私が浜田に来たのも４月でしたが、あっという間に
７年が過ぎ、任期が終了します。皆さんのお陰で国際
交流員として楽しく充実した時間を過ごすことができ
ました。中国の文化を伝えるだけではなく、日本そし
て浜田の文化への理解も深まり、心が温まる思い出も
たくさんできました。浜田の皆さんの包容力と親切さ
が浜田を外国人にとってより住みやすい町にしている
と感じています。
　これからもこの人情温かい浜田に住み続けますので、
お付き合いのほど、よろしくお願いします。
　では、入学された人をはじめ皆さんにとっても、幸
先の良い春となることをお祈りします！

于于
うう

　　清清
せ いせ い

国際交流員コラム国際交流員コラム

伝伝 言言 板板
まちかどまちかど

※　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
催
者
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

　
募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付　
随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
４
月
10
日
㈪

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
金
城
）

雇
用
促
進
住
宅
（
浜
田
・
金
城
）

　

 

島
根
県
住
宅
供
給
公
社　
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所　
☎
�
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
・
地
域
定
住
住

宅
（
旭
・
弥
栄
・
三
隅
）

　
㈲
中
田
工
務
店　
☎
�
１
２
０
３

日
時　
４
月
12
日
㈬
・
５
月
10
日
㈬

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

料
金　
無
料

問
合
せ　
島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０

対
象　
原
則
小
学
生
以
上

団
の
新
規
設
立
・
申
込
み

　
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
内

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
事

務
局　
☎
�
９
７
２
１

対
象　
防
火
管
理
者
に
な
る
予
定
の

人
や
資
格
取
得
を
希
望
す
る
人

日
時　
６
月
14
日
㈬
、
15
日
㈭

（
２
日
間
）

午
前
９
時
50
分
～
午
後
４
時
50
分

場
所　
島
根
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

西
部
研
修
会
館

料
金　
８
０
０
０
円

定
員　
80
人
（
先
着
）

申
込
み　
１
次
は
４
月
20
日
㈭
～
27

日
㈭
、
２
次
は
５
月
15
日
㈪
～
16

日
㈫
に
日
本
防
火
・
防
災
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
F
A
X
で

F
A
X
０
３
‐
６
２
７
４
‐
６
９
７
７

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日　
６
月
11
日
㈰

受
付
期
間

電
子
申
請

　
　
３
月
31
日
㈮
～
４
月
14
日
㈮

書
面
申
請　
４
月
３
日
㈪
～
17
日
㈪

試
験
地　
浜
田
・
出
雲
・
隠
岐

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
第
１
類
～

第
６
類
・
丙
種

※　
受
験
案
内
、
願
書
は
消
防
本
部
、

各
消
防
署
・
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物

係　
☎
�
１
１
６
７

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

対
象　
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種
第

４
類
を
受
験
す
る
人

日
時　
５
月
11
日
㈭

場
所　
い
わ
み
ー
る
１
０
１
研
修
室

申
込
み　
講
習
会
１
週
間
前
ま
で
に

申
請
書
と
受
講
料
を
島
根
県
危
険

物
保
安
協
会
連
合
会
へ

　
☎
０
８
５
２
�
７
２
０
２

（
テ
キ
ス
ト
購
入
の
み
も
可
）

日
時　
４
月
５
日
㈬
～
８
日
㈯

教
室　
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
、
気
功
・
太

極
拳
、
居
合
道

※　
内
容
な
ど
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

場
所　
石
見
武
道
館

定
員　
各
教
室
10
人

料
金　
無
料

申
込
み　
各
教
室
２
日
前
ま
で
に
石

見
武
道
館
へ　
☎
�
７
１
７
０

浜
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
・
新
規
登
録
団
募
集

募
　
　
集

浜田市スポーツ少年団一覧
団名 練習場所 問合せ

三隅柔道 三保まちづくりセンター 平川隆夫
浜田テコンドー 石見まちづくりセンター 田淵　裕
美川野球 美川農村広場 永見哲朗
国府野球 国府ふれあい広場 天野禎丞
西部野球 周布小校庭 小田昭司
浜田市野球 松原小校庭 三浦　聡

団名 練習場所 問合せ
浜田中央（ソフトボール） 原井小校庭 川辺孝之
三隅少年野球クラブ 田の浦公園ソフトボール場 佐々木勝志
金城少年野球クラブ 金城中校庭 藤田佑磨
波佐（バドミントン） 波佐小体育館 榎　辰明
国府バレーボール 国府小体育館 宮田　徹
周布バレーボール 周布小体育館 川本浩伸
みすみSmileys（バレーボール） 三隅小体育館 金谷和幸

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

相
　
　
談

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

就
業
相
談
会
移
動
ナ
ー
ス
バ
ン
ク

甲
種
防
火
管
理　
新
規
講
習

（
浜
田
会
場
）

危
険
物
取
扱
者
試
験　
及
び

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

資
格・試
験

石
見
武
道
館

ス
ポ
ー
ツ
教
室
無
料
体
験
会

教
室・講
座

有

料

広

告

広
告
募
集
中　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
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浜
田
国
際
交
流
協
会

語
学
講
座

社
会
福
祉
協
議
会

浜
田
市
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

対
象　
養
成
講
座
終
了
後
、
浜
田
市

　
手
話
奉
仕
員
と
し
て
登
録
、
活
動

で
き
る
人

日
時　
６
月
２
日
㈮
か
ら
２
年
間

　
隔
週
金
曜
日
（
月
２
回
程
度
）

　
午
後
７
時
～
８
時
45
分

場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員　
先
着
20
人
程
度

料
金　
無
料
（
要
テ
キ
ス
ト
代

　
　
　
　
３
３
０
０
円（
税
込
））

申
込
み　
５
月
18
日
㈭
ま
で
に
社
会

　
福
祉
協
議
会
へ　
☎
�
０
０
９
４

西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

対
象　
70
歳
未
満
で
簡
単
な
パ
ソ
コ

　
ン
操
作
が
で
き
る
人

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
時　
５
月
11
日
㈭
～
令
和
６
年
３

月
21
日
㈭
の
木
曜
日
（
全
22
回
）

　
午
前
10
時
～
正
午

料
金　
１
５
４
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

日
時　
５
月
11
日
㈭
～
令
和
６
年
３

月
21
日
㈭
の
木
曜
日
（
全
22
回
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

料
金　
１
２
１
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

場
所　
い
わ
み
ー
る
視
聴
覚
研
修
室

浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

体
験
会

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
校
2
年
生

以
上

日
時
・
場
所

・
毎
週
木
曜
日　
午
後
７
時
～
９
時

原
井
小
学
校
体
育
館

・
毎
週
土
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

三
階
小
学
校
体
育
館

料
金　
無
料
（
体
験
会
）

※　
引
き
続
き
教
室
に
加
入
す
る
場

合
は
、
年
会
費
な
ど
が
必
要
。

申
込
み　
浜
田
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

・
白
瀬
亘
さ
ん　
　
☎
�
０
６
９
０

・
金
岡
敬
子
さ
ん　
☎
�
１
８
７
３

講座 日時 場所 定員 料金 締切日
韓国語講座
～初級Ⅰ～

４月11日㈫～６月13日㈫の毎週
火曜日　午後７時～８時30分 浜田まちづくりセンター 10人 4000円 ４月７日㈮

韓国語講座
～中級Ⅰ～

４月11日㈫～６月13日㈫の毎週
火曜日　午後４時～５時30分 浜田まちづくりセンター 10人 4000円 ４月７日㈮

ベトナム語講座
～入門Ⅰ～

５月８日㈪～７月10日㈪の毎週
月曜日　午後１時30分～３時

健康増進センターすまいる 10人 4000円 ５月１日㈪
（テキスト代2200円が必要な場合あり）

ベトナム語講座
～初級Ⅰ～

５月８日㈪～７月10日㈪の毎週
月曜日　午後７時～８時30分

石見まちづくりセンター 10人 4000円 ５月１日㈪
（テキスト代3300円が必要な場合あり）

申込み　電話もしくはホームページから　☎�９５１１　　　　　　　（各講座とも会員料金あり）

日
時　
４
月
１
日
㈯
～
５
月
31
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
月
曜
日
休
館
・
５
月
31
日
㈬
は

午
後
３
時
ま
で
）

場
所　
石
州
和
紙
会
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
石
州
和
紙
会
館

☎
�
４
１
７
０

日
時　
４
月
１
日
㈯
～
令
和
６
年
３

月
30
日
㈯
の
毎
週
土
曜
日

　
午
後
８
時
～
９
時

休
演
日　
４
月
29
日
㈷
・
６
月
10
日

㈯
・
７
月
29
日
㈯
・
８
月
５
日
㈯
・

９
月
２
日
㈯
・
10
月
７
日
㈯
・
12

月
30
日
㈯

場
所　
三
宮
神
社

定
員　
70
人
（
要
電
話
予
約
）

料
金　
１
席
１
０
０
０
円

問
合
せ　
浜
田
市
観
光
協
会

　
☎
�
１
０
８
５

浜
田
の
夜
神
楽
週
末
公
演

石
州
和
紙
会
館　
廊
下
の
企
画
展

和
紙
と
珊
瑚
と
花
個
紋

日
時　
４
月
23
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

場
所　
江
津
市
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
前
に
集
合
し
移
動

料
金　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ　
下
村
さ
ん 

午
後
５
時
以
降

　
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

第
２
３
９
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

江
津
市
桜
江
町
谷
住
郷
で

伊
能
隊
測
量
ル
ー
ト
を
歩
く

浜
田
郷
土
資
料
館　
市
民
寄
贈

資
料
披
露
展（
令
和
４
年
度
分
）

日
時　
４
月
５
日
㈬
～
６
月
20
日
㈫

場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
郷
土
資
料
館

☎
�
６
４
５
３

日
時　
４
月
22
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
前
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
府
海
岸
一
帯

問
合
せ　
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会　
牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

S
D
G
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

申
込
み　
５
月
11
日
㈭
ま
で
に
島
根

県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
９
３
３
４

浜
田
国
際
交
流
協
会

ベ
ト
ナ
ム
の
T
V
番
組

疑
似
体
験
！

ゲ
ー
ム
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
国
際
交
流

日
時　
４
月
23
日
㈰

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場
所　
浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

定
員　
16
人
（
４
グ
ル
ー
プ
）

料
金　
無
料

問
合
せ　
浜
田
国
際
交
流
協
会
へ

　
☎
�
９
５
１
１

第
１
７
０
回

石
州
刀
剣
会
・
鑑
賞
会

石
州
長
浜
住
銘
入
り
の
刀
を
中
心
に

日
時　
４
月
23
日
㈰

正
午
～
午
後
４
時

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

料
金　
１
０
０
０
円

申
込
み　
中
野
宅
吉
さ
ん
へ

☎
０
８
０-

１
９
２
２-

３
９
４
６

お
出
か
け

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時　
４
月
16
日
㈰
・
５
月
21
日
㈰

（
小
雨
決
行
）　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
石
見
海
浜
公
園

定
員　
40
人
（
先
着
）

料
金　
無
料（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

日
時　
４
月
23
日
㈰

　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

出
演　
陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊
及
び
地

元
高
校
生

料
金　
無
料
（
要
整
理
券
）

※　
整
理
券
は
市
役
所
及
び
各
支
所
設
置

問
合
せ　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本

部
浜
田
出
張
所　
☎
�
１
３
３
４

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
ｉｎ
は
ま
だ

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

G
W
体
育
館
利
用
料
半
額
！

日
時　
４
月
29
日
㈷
～
５
月
７
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
10
時

（
要
事
前
予
約
）

場
所　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
体
育
館

料
金　
現
行
利
用
料
金
の
半
額

（
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
込
み　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
へ

☎
�
０
０
８
２

日
時　
４
月
29
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

（
雨
天
中
止
の
場
合
順
延
な
し
）

場
所　
栄
町
～
浜
田
駅
前
銀
天
街
の

商
店
街

問
合
せ　
浜
っ
子
春
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
浜
田
市
観
光
協

会
）　
☎
�
１
０
８
５

石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

日
時　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
三
隅
公
園

問
合
せ　
三
隅
つ
つ
じ
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
浜
田
市
観
光
協

会
）
☎
�
１
０
８
５

三
隅
氏
発
祥
８
０
０
年
記
念

三
隅
つ
つ
じ
祭
り

波
佐
歴
史
探
訪

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

日
時　
５
月
20
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

場
所　
波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金　
３
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）

申
込
み　

波
佐
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
０
１
４
６

石
見
海
浜
公
園

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
教
室

日
時　
①
５
月
27
日
㈯
～
28
日
㈰

　
　
　
②
６
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰

場
所　
石
見
海
浜
公
園
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場

定
員　
各
回
５
組
（
初
め
て
の
組
を

優
先
）

料
金　
高
校
生
以
上　
５
０
０
０
円

　
　
　
小
・
中
学
生　

２
５
０
０
円

申
込
み　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ　
☎
�
２
２
３
１

４
月
10
日
㈪
ま
で
は
休
ま
ず
開
館

春
の
特
別
展
「
ア
ク
ア
ス
劇
場
」

日
時　
５
月
８
日
㈪
ま
で

場
所　
３
階
特
別
展
示
室

「
飼
育
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

「
サ
メ
が
ぶ
り
ん
ち
ょ
体
験
」

日
時　
４
月
19
日
㈬

　
午
後
３
時
15
分
～
３
時
45
分

定
員　
４
組
（
抽
選
）

※　
ベ
ビ
ー
カ
ー
不
可

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
ち
ょ
っ
と
本
気
の
シ
ロ
イ
ル
カ

　
　
　
　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
体
験
」

日
時　
４
月
19
日
㈬　
時
間
未
定

定
員　
８
人
（
抽
選
）

※　
子
ど
も
連
れ
不
可

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
飼
育
の
お
仕
事
収
集
編　
ク
ラ
ゲ

と
ヒ
ト
デ
を
探
し
に
行
こ
う
」

対
象　
小
中
学
生
と
家
族

日
時　
４
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

定
員　
各
20
人
（
抽
選
）

料
金　
無
料

申
込
み　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会

「
シ
ロ
イ
ル
カ
と
こ
ろ
こ
ろ
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
」

対
象　
未
就
学
児
と
家
族

日
時　
４
月
10
日
㈪
・
24
日
㈪

　
午
前
10
時
～

定
員　
各
10
組
（
先
着
）

料
金　
無
料
（
入
館
料
に
含
む
）

申
込
み　
１
階
総
合
案
内
所
で

４
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

　

２
日
㈰　
岡
見
神
遊
座

　
９
日
㈰　
追
原
神
楽
社
中

　
16
日
㈰　
波
子
社
中

　
23
日
㈰　
後
野
神
楽
社
中

　
29
日
㈷　
有
福
神
楽
保
持
者
会

　
30
日
㈰　
都
治
神
楽
社
中

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
�
３
９
０
０

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０

企
画
展
「
イ
ッ
タ
ラ
展　
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
ガ
ラ
ス
の
き
ら
め
き
」

日
時　
４
月
22
日
㈯
～
６
月
19
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※　
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

※　
５
月
２
日
㈫
は
開
館

場
所　
石
見
美
術
館

内
容　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
代
表
す

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ブ
ラ
ン
ド
、

イ
ッ
タ
ラ
の
日
本
初
と
な
る
大
規

模
展
覧
会
の
島
根
会
場（
巡
回
展
）

料
金
（
当
日
券
）

　
一
般　
　
　
　
　
１
０
０
０
円

　
大
学
生　
　
　
　
　
６
０
０
円

　
小
中
高
生　
　
　
　
３
０
０
円

い
わ
み
芸
術
劇
場
ホ
ー
ル
再
開
記
念

森
山
直
太
朗　
2
0
t
h

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
ツ
ア
ー

「
素
晴
ら
し
い
世
界
」
後
編

日
時　
５
月
14
日
㈰

午
後
５
時
30
分
～

場
所　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料
金　
全
席
指
定　
前
売
７
７
０
０
円

※　
３
歳
以
下
入
場
不
可
（
無
料
託

児
サ
ー
ビ
ス
有
り
、
５
月
７
日
㈰

ま
で
に
要
申
込
）

※　
４
歳
以
上
は
要
チ
ケ
ッ
ト

場
所　
は
っ
し
ー
広
場
ス
テ
ー
ジ

問
合
せ　
島
根
物
産
商
事
㈱

　
☎
�
３
１
０
０

防
災
講
座

～
災
害
の
備
え
に
つ
い
て
～

日
時　
４
月
30
日
㈰

　
午
前
11
時
10
分
～
午
後
１
時

場
所　
末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
教
会
（
浅
井
町
１
５
８
０
龍
河

ビ
ル
６
階
）

定
員　
30
人

料
金　
無
料

申
込
み　
舟
木
さ
ん
へ

☎
０
８
０-

６
３
３
１-

９
３
４
４

3233 広報はまだ：令和５年広報はまだ：令和５年４４月号月号広報はまだ：令和５年広報はまだ：令和５年４４月号月号



❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

有
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募
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「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

図書館情報図書館情報
開館時間 ４月の休館日

中央 ☎�0480 　9:00～19:00 10日㈪・24日㈪
金城 ☎�1823

　9:00～17:00 ３日㈪・10日㈪
17日㈪・24日㈪

旭 ☎�1439
弥栄 ☎�2258
三隅 ☎�0338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

図
書
館
開
館
10
周
年
記
念
事
業
の

ロ
ゴ
を
制
作
し
ま
し
た

　
図
書
館
開
館
10
周
年
記
念
事
業
準
備
会
で
、

記
念
事
業
の
ロ
ゴ
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
図
書
館
が
利
用
者
と
と
も
に
歩
み
、
発
展

（
は
っ
10
）
す
る
よ
う
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
成

し
ま
し
た
。

移
動
図
書
館
「
ラ
ブ
ッ
ク
号
」

令
和
５
年
度
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
決
ま
り
ま
し
た

　
毎
月
の
移
動
図
書
館
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
移
動
図
書
館
は
浜
田
市
立
図
書
館
の
共
通
利

用
者
カ
ー
ド
で
貸
出
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間
イ
ベ
ン
ト

　
お
は
な
し
会
「
え
ほ
ん
笑
（
シ
ョ
ー
）
タ
イ

ム
」
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
１
０
０
か
い
だ
て

の
い
え
を
つ
く
ろ
う
」

日
時　
４
月
30
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
中
央
図
書
館　
１
階　
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ

料
金　
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

※　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
館
内
ポ
ス
タ
ー
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
上
映
会
「
お
し
り
た
ん
て
い
６
」

日
時　
４
月
30
日
㈰　
午
後
３
時
～
３
時
40
分

場
所　
中
央
図
書
館　

２
階　
多
目
的
ホ
ー
ル

定
員　
20
人
（
先
着
・
事
前
申
込
不
要
）

料
金　
無
料

４
月
か
ら
お
は
な
し
会
の
開
始
時
刻

が
変
更
に
な
り
ま
す

　
毎
週
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
お
は
な
し
会

の
開
始
時
刻
が
午
前
10
時
45
分
に
変
更
に
な
り

ま
す
。

４月の休館日
月曜日　３日・10日・17日・24日

「
つ
み
き
×
パ
ズ
ル
展
」
開
催
中
！

　
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
創

造
力
を
育
む
玩
具
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

「
つ
み
き
」
と
「
パ
ズ
ル
」
の
２
つ
の
世
界

が
楽
し
め
る
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
つ
み
き
の
部
屋
」
で
は
高
橋
綾
さ
ん
の

ビ
ー
玉
を
積
み
上
げ
た
り
、
並
べ
た
り
し
て

形
や
模
様
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
が
大

人
気
で
す
。

「
パ
ズ
ル
の
部
屋
」
は
、
中
村
誠
さ
ん
の

動
物
は
め
込
み
パ
ズ
ル
に
挑
戦
す
る
来
館
者

で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
世
界
の
児
童
画
が
つ
み
き
に

変
身
し
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
で
す
。

　
暖
か
い
春
の
お
出

か
け
に
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

会
期　
５
月
28
日
㈰
ま
で

料
金　
一
般　
　
　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
高
校
・
大
学
生　
３
０
０
円

　
　
　
小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　
混
雑
す
る
場
合
は
入
場
を
制
限
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

４４
月
の
イ
ベ
ン
ト

月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

時
間　
午
後
１
時
～
４
時
ま
で
。
１
階
・
創
作

室
で
３
時
30
分
ま
で
受
付
。

定
員　
30
人

※　
定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

《
ぐ
る
ぐ
る
毛
糸
バ
ー
ド
》

◎
１
日
㈯
・
２
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
紙
コ
ッ
プ
フ
ラ
ワ
ー
》

◎
８
日
㈯
・
９
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

《
コ
ル
ク
の
壁
掛
け
》

◎
15
日
㈯
・
16
日
㈰

参
加
費　
３
０
０
円

《
い
ち
ご
狩
り
ゲ
ー
ム
》

◎
22
日
㈯
・
23
日
㈰

参
加
費　
２
０
０
円

《
紙
袋
ハ
ッ
ト
》

◎
29
日
㈷
・
30
日
㈰

参
加
費　
１
０
０
円

山
下
一
也　
新
理
事
長
・
学
長

あ
い
さ
つ

こ
の
た
び
、
公
立
大
学
法
人
島
根

県
立
大
学
の
理
事
長
・
学
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
・
学
長
を
務
め
た
歴
代
の

３
人
は
、
故
宇
野
重
昭
先
生
（
元
成

蹊
大
学
学
長
）、本
田
雄
一
先
生
（
元

島
根
大
学
学
長
）、
そ
し
て
清
原
正

義
先
生
（
前
兵
庫
県
立
大
学
理
事

長
・
学
長
）
と
い
ず
れ
も
、
ほ
か
の

大
学
の
学
長
経
験
者
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
後
を
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
な
り
、
責
任
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

私
の
専
門
は
医
療
系
で
す
が
、
専

門
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
学
系

や
人
文
系
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

島
根
県
立
大
学
が
築
い
て
き
た
伝
統

と
成
果
を
継
承
し
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

島
根
県
立
大
学
は
か
ね
て
よ
り
、

県
内
高
校
生
の
入
学
者
率
、
卒
業
生

の
県
内
就
職
率
い
ず
れ
も
50
％
を
目

標
と
し
、
ほ
ぼ
達
成
す
る
と
こ
ろ
に

き
て
い
ま
す
。
今
後
、
50
％
以
上
に

な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
入
試
改
革

や
人
材
育
成
を
積
極
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
公
開
講
座
の
実
施
は
も
と
よ

り
、
浜
田
市
と
の
連
携
協
定
に
基
づ

い
て
、
地
域
課
題
を
テ
ー
マ
と
す
る

共
同
研
究
が
続
い
て
い
ま
す
。
他
方
、

多
く
の
学
生
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
様
々
な
場
所
・
場

面
で
の
交
流
も
活
発
に
行
っ
て
い
ま

す
。
浜
田
市
が
、
浜
田
駅
近
く
に
開

設
予
定
の
「
浜
田
市
ま
ち
な
か
交
流

プ
ラ
ザ
」
の
活
用
に
よ
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
や
高
校
生
・
大
学
生
の
交
流

拠
点
と
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
活

動
が
ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

浜
田
市
、
浜
田
市
民
の
皆
さ
ん
の

変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
と
と
も
に
、
島
根
県
立
大

学
が
、
島
根
県
の
永
続
的
な
発
展
に
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
る
よ

う
努
力
し
、
地
元
に
貢
献
で
き
る
力

を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、「
地
域
と
と

も
に　
学
生
と
と
も
に
」
こ
れ
か
ら

も
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

問
合
せ　
総
務
課　
☎
�
２
２
０
０

伊
藤
ゼ
ミ
の
学
生
が
ブ
ー
タ
ン

の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た

地
域
づ
く
り
コ
ー
ス
の
伊
藤
豊
准

教
授
（
環
境
政
策
論
）
の
ゼ
ミ
生
7

人
が
、
ブ
ー
タ
ン
の
美
術
教
員
や
行

政
職
員
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
目
的
は
、
ブ
ー
タ
ン
の
美
術

教
育
支
援
の
た
め
に
送
る
、
絵
の
具

や
筆
な
ど
の
画
材
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
す
る
こ
と
で
し
た
。
最
低
限
求

め
ら
れ
る
画
材
の
品
質
や
、
パ
レ
ッ

ト
や
色
鉛
筆
、
ク
ー
ピ
ー
な
ど
様
々

あ
る
画
材
の
う
ち
、
ど
の
よ
う
な
画

材
が
特
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か

を
確
認
し
ま
し
た
。
ブ
ー
タ
ン
で
は
、

筆
や
絵
の
具
な
ど
の
画
材
が
不
足
し

て
お
り
、
品
質
も
あ
ま
り
良
く
な
い

そ
う
で
、
日
本
の
小
学
生
の
よ
う
に

一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
筆
や
絵
の
具

な
ど
の
セ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
問
題
へ
の
支
援
と
し
て
、
伊

藤
ゼ
ミ
で
は
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美

術
館
と
共
に
、
家
庭
で
使
わ
れ
ず
に

眠
っ
て
い
る
画
材
を
収
集
し
て
送
る

活
動
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
も
受
け
て

開
始
し
ま
し
た
。

今
回
の
交
流
に
先
立
ち
、
ゼ
ミ
生

が
中
心
と
な
っ
て
島
根
県
立
大
学
の

学
生
や
教
職
員
に
画
材
の
寄
付
を
募

り
、
１
０
０
点
以
上
の
画
材
を
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
ブ
ー

タ
ン
の
美
術
の
教
員
の
皆
さ
ん
に
見

て
い
た
だ
き
、
画
材
の
需
要
が
あ
る

こ
と
、
筆
や
黒
の
絵
の
具
が
特
に
需

要
が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
画
材
の
需
要
は
あ

る
も
の
の
、
ブ
ー
タ
ン
の
通
関
で
中

古
品
の
検
査
が
厳
し
い
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
通
関
の
手

続
を
解
消
で
き
次
第
、
今
回
の
交
流

会
で
得
た
情
報
を
も
と
に
、
浜
田
市

民
の
皆
さ
ん
に
画
材
の
収
集
に
つ
い

て
呼
び
か
け
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ　
企
画
調
整
課

　
☎
�
２
２
０
１

鶴を一緒に折っている様子

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.316

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

vol.234
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

中村誠さんのパズル

コルクの壁掛けイメージ紙袋ハット

35 広報はまだ：令和５年広報はまだ：令和５年４４月号月号 34広報はまだ：令和５年広報はまだ：令和５年４４月号月号
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開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間

（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

石
正
美
術
館 

日
本
画
植
物
園

「
季
節
と
と
も
に
」

会
期　
５
月
21
日
㈰
ま
で

　
季
節
や
気
象
の
変
化
を
た
え
ず
敏

感
に
感
じ
と
り
、
そ
こ
に
新
鮮
な
美

を
見
出
す
こ
と
の
で
き
る
人
を
、
日

本
画
家
・
石
本
正
（
浜
田
市
出
身
／

１
９
２
０
‐
２
０
１
５
）
は
「
美
し

い
も
の
を
喰
え
る
人
」
と
表
現
し
ま

し
た
。
そ
し
て
彼
自
身
、
日
々
移
り

変
わ
る
自
然
を
見
つ
め
、
絵
を
描
く

伊藤はるみ
《藤の頃》1987年

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
き
ま

し
た
。

　
石
本
正
記
念
展
示
室
で
は
春
夏
秋

冬
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
に
ち
な
ん
だ
石

本
作
品
を
、
画
家
の
言
葉
や
制
作
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
と
も
に
紹

介
。
ま
た
、
企
画
展
示
室
で
は
「
日

本
画
植
物
園
」
と
題
し
、
春
か
ら
夏

に
見
頃
を
迎
え
る
植
物
を
描
い
た
現

代
日
本
画
家
11
人
の
収
蔵
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
情
報

　
　
　
　
　（
観
覧
無
料
）

石
見
の
春
展

会
期　
４
月
２
日
㈰
～
23
日
㈰

　
浜
田
市
三
隅
町
は
、
全
国
で
五
指

に
入
る
桜
の
古
木
と
言
わ
れ
る
「
三

隅
大
平
桜
」
を
は
じ
め
、
早
春
を
知

ら
せ
る
梅
林
や
５
万
本
の
つ
つ
じ
を

見
る
こ
と
の
で
き
る
《
花
の
郷
》
で

も
あ
り
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
桜
の
時
期
に
合
わ
せ

「
春
」
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

寺戸恒晴
《明けの大平桜》２００２年

《お知らせ》この春、京都で「生誕100年　回顧展　 石本　正」開催！《お知らせ》この春、京都で「生誕100年　回顧展　 石本　正」開催！

2021年の島根県立美術館を皮切りに全国巡回した回顧展が、
最終会場の京都で華々しく開催されます。京都は、20歳の石
本が浜田から絵を学ぶために赴き、以後95歳で亡くなるまで
制作拠点としたゆかりの地です。
　戦後の日本画における人体表現に新風を吹き込んだ石本正
の画業の全容を、全国から集めた代表作と京都会場特別出品
作を含む計約140点とともに一堂に公開します。
会期　４月４日㈫～５月28日㈰
会場　京都市京セラ美術館　本館北回廊２階
開館時間　午前10時～午後６時（入場は閉館の30分前まで）
休館日　月曜日
料金　一般　　1,800円（1,600円）
　　　大高生　1,400円（1,200円）
　　　中小生　1,200円（1,000円）
※　（　）内は前売・20人以上の団体料金
主催　朝日新聞社、京都新聞、京都市
協賛　NISSHA、京都中央信用金庫、竹中工務店
特別協力　浜田市立石正美術館

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,971 17,956 19,512 37,468
金 城 1,847 1,889 2,035 3,924

旭 1,271 1,256 1,233 2,489
弥 栄 630 538 591 1,129
三 隅 2,722 2,629 2,811 5,440
合 計 25,441 24,268 26,182 50,450

人　口（２月末現在）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

３
月
４
日
㈯
、
は
ま
だ
お
魚

市
場
周
辺
で
、「
第
５
回
山
陰

浜
田
港
マ
リ
ン
大
橋
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン 

p
l
u
s 

サ
ン
セ
ッ

ト
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
従
来
の
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ

ン
に
加
え
、
ソ
ロ
マ
ラ
ソ
ン
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

沿
道
か
ら
の
温
か
い
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
走
者
は
爽
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

（単位：人）

毎
月

１
日

発
行

編
集

・
発

行
　

浜
田

市
市

長
公

室
　

　
　

　
　

　
☎

 0855‒25‒9151
　

　
　

　
　

　
ＦＡＸ 0855‒22‒3091

本
庁

　
〒

697-8501 島
根

県
浜

田
市

殿
町

１
番

地
　

　
　

 ☎
0855‒22‒2612（

代
表

）
　

　
https://w

w
w

.city.ham
ada.shim

ane.jp
　

　
info@

city.ham
ada.lg.jp

各
支

所
　

　
金

城
支

所
　

☎
42 ‒1234

　
　

　
　

　
旭

支
所

　
　

☎
45 ‒1234

　
　

　
　

　
弥

栄
支

所
　

☎
48 ‒2111

　
　

　
　

　
三

隅
支

所
　

☎
32‒2800

浜
田

市
広

報
 

@
koushitsu.ham

ada

Facebook
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５
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N
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今
月
の
表
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